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32 雪と霧がつくる、世界でも特別な自然
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36
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文・写真 冨士田 裕子

38
MGロードやトラスト運動など
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40 湿原再生は未来への学びの場となりうるか—サロベツ湿原
文・写真 露崎 史朗

42 アイヌ語でサルルンカムイ［湿原の神］と呼ばれるタンチョウ
文・写真 正富 欣之

44
キタサンショウウオの生息地の保全は、湿原という生態系の維持、
さらには気候変動対策に深く関わる課題
文・写真 照井 滋晴

46
「再エネか、自然か」という二者択一ではなく、
「どこで、どのように」景観をデザインするかという視点

文・写真 𠮷中 厚裕

16
尻別川のイトウ繁殖地

「見まもり隊」活動
尻別川の未来を考えるオビラメの会

17

阿寒富士西麓の森の
アカエゾマツ林床における風穴、
風穴植生等の調査研究及び
その報告書の制作
十勝自然保護協会

18
ウミネコが育む利尻の海
～絵本で伝える自然のつながり～
利尻島ウミネココロニーについて考える会

19
北海道の中 高校生のための
生物多様性多言語テキストの作成と
ワークショップの開催
国際交流サークル SukaRela（スカレラ）

20 北海道産いきもの保全プロジェクト
北海道産いきもの保全プロジェクト

21
繋ぐのは命プロジェクト

「天売島探検隊」
旭川市・繋ぐのは命プロジェクト

「天売島探検隊」

22
道民参加型・道内爬虫類両生類
分布一斉調査事業

（ハープソン Hokkaido2025）
北海道爬虫両棲類研究会

24

大雪山麓における特定外来生物
オオハンゴンソウの
分布と防除に関する取り組み
大雪山マルハナバチ
市民ネットワーク 美瑛部

公益財団法人北海道新聞野生生物基金は、北海道の自然や野生生物の保護に取り組んでいる団体・個人に助成しています。2025年度
は、「一般助成」は９団体に計194万円、「杉本とき鳥類保護助成基金」の助成は３団体に53万円の総額247万円の助成しました。
また、道内の動物園水族館９園館が展開する「北海道産いきもの保全プロジェクト」に対する寄付から同プロジェクト事務局に60万
円を助成しました。
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ご応募お待ちしております。
助成事業の募集
毎年２月中旬から３月 20 日ごろまで募集します。

北海道野生生物写真コンテスト
毎年８月上旬から 20 日ごろまで募集します。

夏休み自然観察記録コンクール
毎年８月上旬ごろから９月下旬まで募集します。
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公益財団法人北海道新聞野生生物基金と北海道新聞社が主催する
「北海道野生生物写真コンテスト 2025」の受賞作品を紹介します。
※講評・入選作品は 6 〜 8 ページに掲載。
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夕暮の銀波に浮かぶ利尻山を背に、雪原を駆け抜けるエゾシカの群れ
動物部門 1 席「夕暮の雪原を走る」前田 賢一（宗谷管内豊富町）
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H O K K A I D O  W I L D L I F
北海道に生きる
生物たちの記憶

北海道野生生物写真コンテスト受賞作品より北の息吹

3



細い茎を渡るオカモノアラガイ
動物部門 2 席「綱渡り」中神 由美子（札幌市）

捨てられたロープが角に絡みついたエゾシカ
動物部門 2 席「羅網鹿」福地 瞳（札幌市）

冬の朝陽を浴びて動き出したオオハクチョウの無数の群れ
動物部門 3 席「朝日を浴びる白鳥」柳渡 利雄（旭川市）

風景にアクセントを添えるミドリヒョウモンの
鮮やかなオレンジ色
動物部門 3 席

「にぎわう森の定食屋さん」
多田 和弘（オホーツク管内置戸町）

エゾフクロウの目に入る一点の光。野生に生きるものの気
高さ、尊さを伝える
U30 特別賞「木漏れ日」佐々木新太（旭川市）

淡い虹色に透けるシマエナガの美しい羽
動物部門 3 席

「虹色の羽」坂本 栄造（千歳市）

黒色に映える一際華麗なダイサギの飾り羽
動物部門鮫島和子賞

「静寂の貴婦人」
福田 眞由美（函館市）
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雪残る初夏の大雪山系で咲き誇るキバナシャクナゲ。
夕暮れの低い陽が花弁を透く
植物部門 1 席「カムイ 天上に咲く」横江 憲一（札幌市）

切り立つ柱状節理の絶壁で開花するエゾムラサキツツジ
植物部門 2 席

「春の岩稜」長坂 雅美（北見市）

静かに波立つ淡いブルーの海原を
背にした絶壁を住処にする木々の遅い春

植物部門 3 席
「絶壁に生きる」

遠山 薫（苫小牧市）

次々に頭をもたげ一塊に開
花するヒトリシズカ。葉の
中央で、けなげに咲く姿は
見る者を魅了する
植物部門 鮫島和子賞

「静溢」
横山 達夫（江別市）
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第
31
回
北
海
道
野
生
生
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
32

点
の
入
賞
・
入
選
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
公
益
財
団

法
人
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
と
北
海
道
新
聞
社

の
主
催
。
応
募
者
の
総
数
は
２
２
３
人
（
前
年
比
57
人
増
）

で
、
動
物
部
門
４
６
６
点
、
植
物
部
門
１
１
１
点
の
計

５
７
７
点
（
同
１
４
２
点
増
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
動

物
部
門
１
席
に
は
宗
谷
管
内
豊
富
町
の
前
田
賢
一
さ
ん

の
「
夕
暮
の
雪
原
を
走
る
」
が
、
植
物
部
門
１
席
に
は

札
幌
市
の
横
江
憲
一
さ
ん
の
「
カ
ム
イ

天
上
に
咲
く
」

が
、
新
設
し
た
30
歳
以
下
の
応
募
者
を
対
象
と
し
た
U

30
特
別
賞
に
は
、
旭
川
市
の
佐
々
木
新
太
さ
ん
の
「
木

漏
れ
日
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
同
基
金
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
７

年
版
の
動
物
編
13
点
、
植
物
編
13
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
12
点
と
優
秀
作
20
点
は
２
０
２
５
年
10
月
31
日

か
ら
11
月
5
日
ま
で
、
富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

札
幌
（
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
6
）
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
委
員
（
敬
称
略
）】
寺
沢
孝
毅
（
動
物
部
門
審
査
委
員
長
）、

奥
田
實
（
植
物
部
門
審
査
委
員
長
）、
小
川
巌
、
中
井
和
子
、

西
村
昌
晃
、
川
村
公
人

動
物
部
門
講
評
（
寺
沢
）

１
席
の
「
夕
暮
の
雪
原
を
走
る
」
は
、
何
と
い
う
ド

ラ
マ
だ
ろ
う
。
空
が
朱
に
染
ま
り
は
じ
め
、
全
容
を
現

す
冬
の
利
尻
山
が
銀
波
に
浮
か
ぶ
絵
の
よ
う
な
風
景
の

な
か
、
エ
ゾ
シ
カ
が
群
れ
で
青
い
雪
原
を
駆
け
抜
け
た
。

第
31
回
北
海
道
野
生
生
物

      
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
者
は
そ
の
幸
運
を
逃
さ
ず
秀
作
と
し
て
記
録
し
た
こ

と
が
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
ぞ
自
然
写
真
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
あ
る
。

２
席
の
「
綱
渡
り
」
は
、
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
と
２

本
の
茎
の
曲
線
が
、
画
像
内
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ

れ
て
い
る
。
背
景
の
玉
ボ
ケ
を
セ
ン
ス
良
く
取
り
込
み
、

ほ
ど
よ
く
入
っ
た
赤
い
色
彩
も
効
果
的
だ
。「
羅
網
鹿
」

は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
災
難
を
記
録
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の

あ
る
作
品
だ
。
こ
の
エ
ゾ
シ
カ
は
、
春
に
角
が
脱
落
す

る
と
き
ロ
ー
プ
か
ら
解
放
さ
れ
る
が
、
人
間
が
つ
く
っ

た
も
の
が
野
生
生
物
に
危
害
を
与
え
る
事
例
が
後
を
絶

た
ず
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

３
席
の
「
朝
日
を
浴
び
る
白
鳥
」
は
、
手
前
か
ら
奥

へ
多
数
が
連
な
る
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
低
い
太
陽
が
つ

く
る
影
に
目
が
留
ま
る
。
広
角
レ
ン
ズ
に
よ
る
撮
影
が

功
を
奏
し
た
。「
に
ぎ
わ
う
森
の
定
食
屋
さ
ん
」
は
、パ
ッ

と
華
や
い
だ
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
ど
の
チ
ョ
ウ
が
目

を
引
い
た
。
チ
ョ
ウ
の
オ
レ
ン
ジ
色
を
周
囲
の
色
彩
が

引
き
立
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
切
り
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
虹
色
の
羽
」
は
、
シ
マ
エ
ナ
ガ
の
羽
ば
た
き
を
、
翼
を

広
げ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ピ
タ
リ
と
止
め
て
切
り
取
っ
た
。

羽
の
先
端
の
一
枚
一
枚
ま
で
鮮
明
で
美
し
い
。

鮫
島
和
子
賞
の
「
静
寂
の
貴
婦
人
」
は
、
背
景
を
暗

く
し
、
ダ
イ
サ
ギ
の
白
を
際
立
た
せ
た
。
広
が
っ
た
飾

り
羽
が
被
写
体
の
美
を
強
調
し
て
い
る
。

U
30
特
別
賞
の
「
木
漏
れ
日
」
は
、
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ

の
目
に
入
る
１
点
の
光
が
作
品
の
生
命
線
だ
。
鋭
い
眼

光
が
野
生
に
生
き
る
も
の
の
気
高
さ
、
尊
さ
を
伝
え
て

い
る
。
縦
に
切
り
取
っ
た
こ
と
も
成
功
し
て
い
る
。
10

歳
の
少
年
の
作
品
で
、
感
性
が
素
晴
ら
し
い
。

植
物
部
門
講
評
（
奥
田
）

動
植
物
の
撮
影
に
お
い
て
、
特
に
植
物
は
季
節
に
よ
る

変
化
が
著
し
い
。
和
名
の
特
定
が
困
難
な
こ
と
が
多
い
も

の
の
、
名
を
知
る
こ
と
は
被
写
体
の
存
在
感
や
作
品
と
し

て
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
野
生
種
か
園
芸

種
、
帰
化
植
物
か
の
確
認
も
野
生
生
物
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

１
席
の
「
カ
ム
イ
天
上
に
咲
く
」
は
、
残
雪
の
山
並
み
と

夕
景
時
の
雲
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
展
開
す
る
な
か
、
逆
光
線

が
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
を
透
き
通
る
よ
う
に
映
し
出
し

て
い
る
。
初
夏
の
大
雪
山
系
の
姿
が
臨
場
感
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
だ
が
、
右
端
の
黒
い
岩
稜
が
視
線
を
惑
わ
す
。
頂
上
部
か

ら
右
端
を
少
し
ト
リ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
で
花
に
集
中
で
き
る
。

２
席
の
「
春
の
岩
稜
」
は
、
斜
光
線
が
岩
盤
の
凹
凸
を
浮

き
上
が
ら
せ
る
な
か
、
切
り
立
つ
柱
状
節
理
に
自
生
す
る
エ

ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
の
開
花
を
捉
え
た
作
品
だ
。
芽
吹
き
前

の
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
新
緑
の
木
立
な
ど
も
、
厳
し
い
環
境
を
す

み
か
に
す
る
植
物
の
た
く
ま
し
い
生
命
を
描
き
出
し
て
い
る
。

３
席
の
「
絶
壁
に
生
き
る
」
は
、
大
海
に
面
し
た
絶
壁
を

す
み
か
に
す
る
木
々
の
遅
い
春
を
捉
え
た
作
品
だ
。
静
か
に

波
立
つ
淡
い
ブ
ル
ー
の
海
原
を
背
に
芽
吹
く
樹
木
は
ミ
ズ
ナ

ラ
だ
ろ
う
か
。
岩
稜
中
ほ
ど
の
掌
状
の
葉
の
小
さ
な
木
立
は

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
か
、
赤
花
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
か
。
柔
ら
か
な
色
合

い
の
作
品
で
あ
る
。

鮫
島
和
子
賞
の
「
静
謐
」
は
、
次
々
に
頭
を
も
た
げ
、
一

塊
に
開
花
す
る
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
を
捉
え
た
作
品
で
あ
る
。
斜

め
上
か
ら
の
光
が
花
茎
を
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
、
葉
の
中
央
に

開
花
す
る
花
々
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
い
る
。
上
か

ら
左
下
に
流
れ
る
枯
れ
枝
が
画
面
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

6

動物部門入選作品



生命（イノチ）

鈴木佳夫（岩見沢市）

手のひらを太陽に
津山みづえ（富良野市）

雪舞う高みの孤影
藤本卓哉（恵庭市）

空中給水
森谷時男（江別市）

厳冬の滝登り
東海林勇（札幌市）

森のアクセント
今泉俊雄（釧路市）

チャレンジ
山谷守（釧路管内標茶町）

張り込み
吉村剛（千歳市）

コミミズク 吹雪に飛ぶ
林恭郎（札幌市）

緑の宝石箱
髙橋大樹（札幌市）

7

動物部門入選作品



高嶺の花
阿部孝志（江別市）

クリンソウの咲く森
浅野晴也（釧路管内弟子屈町）

悠久の造形
竹田徹夫（渡島管内知内町）

歓喜の春
出口博司（帯広市）

春の水中花
鈴木佳夫（岩見沢市）

氷華
村田浩一（十勝管内音更町）

倒木更新
津山みづえ（富良野市）

闇姫
渡部啓二（渡島管内七飯町）

ドレスアップ
東等和子（釧路市）

雲の上のごとく
糸賀一典（千葉県柏市）

8

植物部門入選作品

札幌

大
都
市
札
幌
に
出
没
す
る
野
生
生
物
と
の
共
生
の
た
め
、

出
没
や
被
害
の
状
況
、
生
態
な
ど
の
正
し
い
情
報
と

適
切
な
対
応
を
歩
き
な
が
ら
学
ぶ
。



9

札
幌
市
は
人
口
約
１
９
７
万
人
の
大

都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
市
街
地
近
く
ま

で
自
然
が
広
が
り
、
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ

カ
な
ど
野
生
動
物
と
人
と
が
近
い
距
離

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
市
街

地
へ
の
野
生
動
物
の
出
没
や
農
業
被
害

が
増
加
し
て
お
り
、
正
し
い
理
解
と
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
人
と
野
生
動
物
の
摩

擦
を
減
ら
す
た
め
に
、
札
幌
の
外
周
約

１
４
０
km
を
結
ぶ
「
さ
っ
ぽ
ろ
ラ
ウ
ン

ド
ウ
ォ
ー
ク
（
S
R
W
）」
を
活
用
し
、
専

門
家
の
解
説
を
受
け
な
が
ら
歩
い
て
学

ぶ
体
験
型
環
境
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
概
要

7
月
21
日
（
月
・
祝
）：
真
駒
内
駅
～
常
盤
橋
付
近
、

約
８
km

講
師
：
小
川
巌
氏
（
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

／
参
加
者
17
名

9
月
6
日
（
土
）：
宮
の
沢
～
西
野
市
民
の
森
（
約

６
km
に
変
更
）

講
師
：
早
稲
田
宏
一
氏
（
N
P
O
法
人EnV

ision

環
境
保
全
事
務
所
）
／
参
加
者
18
名

11
月
9
日
（
日
）：
滝
野
す
ず
ら
ん
公
園
付
近
～
約
７

km
予
定
。
※
大
雪
の
た
め
中
止

11
月
15
日
（
土
）：
代
替
と
し
て
座
学
を
実
施
（
小

川
巌
氏
）
／
参
加
者
17
名

合
計
3
回
実
施
（
う
ち
1
回
は
座
学
）、
延
べ
参
加

者
数
52
名
で
し
た
。

学
習
内
容
と
特
色

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
ヒ
グ
マ
や

エ
ゾ
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
な
ど
の
痕
跡
を
確
認

し
な
が
ら
、
ヒ
グ
マ
の
餌
と
な
る
ミ
ズ

ナ
ラ
・
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
識
別
や
通
り
道

の
見
分
け
方
、
開
け
た
場
所
を
嫌
う
習

性
な
ど
、
生
態
や
行
動
を
学
び
ま
し
た
。

フ
ン
標
本
の
観
察
・
識
別
と
感
染
症
（
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
）
へ
の
注
意
、
野
外
活
動
時

の
服
装
、
蜂
や
ダ
ニ
へ
の
対
策
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
座
学
で

は
、
ヒ
グ
マ
の
行
動
特
性
や
遭
遇
時
の

対
応
、
ク
マ
ス
プ
レ
ー
の
正
し
い
使
い

方
を
学
び
、
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制

作
の
教
育
用
D
V
D
を
視
聴
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
本
来
は
臆
病
で
人
を
避

け
る
習
性
」
な
ど
ヒ
グ
マ
の
生
態
を
よ
く

理
解
す
る
こ
と
で
過
度
な
恐
怖
感
が
抑

制
さ
れ
た
り
、
痕
跡
や
フ
ン
の
識
別
力

を
学
び
、
感
染
症
の
正
確
な
知
識
を
得

る
こ
と
な
ど
、
人
と
野
生
動
物
の
適
切

な
距
離
を
保
つ
意
識
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

「
自
然
と
都
市
が
隣
り
合
う
札
幌
」
と

い
う
環
境
を
活
か
し
、
実
際
に
現
地
を

歩
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
人
と
野
生
生
物

の
共
生
を
具
体
的
に
体
感
で
き
る
本
事

業
は
、
野
生
動
物
に
関
す
る
断
片
的
な

報
道
や
憶
測
で
は
な
く
、
専
門
家
の
現

場
解
説
に
よ
っ
て
正
確
な
理
解
を
得
ら

れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
さ
っ
ぽ
ろ
ラ
ウ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ク
を
活
用
し
た
体
験
型
環
境
教

育
の
場
と
し

て
、
札
幌
の

自
然
と
都
市

が
共
に
存
在

で
き
る
地
域

づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き

ま
す
。

札幌

大
都
市
札
幌
に
出
没
す
る
野
生
生
物
と
の
共
生
の
た
め
、

出
没
や
被
害
の
状
況
、
生
態
な
ど
の
正
し
い
情
報
と

適
切
な
対
応
を
歩
き
な
が
ら
学
ぶ
。

SRW 札幌の野生生物との共
生イベントのチラシ

クマスプレーの試射

さっぽろラウンドウォークの紹介

ヒグマの頭骨を用いた生態の説明

ヒグマの好物・オニグルミ

入林前の注意点の説明風景

札幌の野生生物との共生をさっぽろラウンドウォークを歩いて知ろう・学ぼう2025
NPO 法人ウォークラボ札幌

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

取り組む
人びと

［助成事業報告書より］



な
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
か
？

ス
ズ
ラ
ン
が
札
幌
市
の
花
に
制
定
さ

れ
た
１
９
６
０
年
頃
、
ス
ズ
ラ
ン
は
郊
外

の
あ
ち
こ
ち
で
群
生
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
自
生
地
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

他
の
地
域
で
も
同
じ
状
況
で
す
が
、

幸
い
平
取
町
芽め

む生
の
群
生
地
は
奇
跡
的

に
生
き
残
り
、5
月
下
旬
か
ら
6
月
上
旬

の
花
期
に
は
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
、
多

く
の
人
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ス
ズ
ラ
ン
が
成
長
す
る
時

期
は
、
他
の
草
本
も
同
じ
く
成
長
時
期

で
す
の
で
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
た
め
、

他
の
草
本
の
陰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
見

え
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
箇
所
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
現
象
は
十
数
年
前
か
ら
進
行
し

て
い
て
、
改
善
の
た
め
町
役
場
が
音
頭

を
取
っ
て
町
民
参
加
に
よ
る
侵
入
草
本

を
除
去
す
る
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
状
況
を
知
っ
た
エ
コ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
り
市
民
参
加
型
の

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
始
め
た
の

が
こ
の
活
動
の
ル
ー
ツ
と
言
え
ま
す
。

今
回
の
活
動
は
札
幌
と
小
樽
を
中
心

と
し
た
市
民
参
加
型
の
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
当
初

は
ス
ズ
ラ
ン
の
花
期
の
少
し
前
に
1
泊

し
て
2
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
計

画
で
し
た
が
、
宿
泊
予
定
の
国
立
日
高

青
少
年
自
然
の
家
が
学
校
利
用
の
集
中

期
で
あ
っ
た
た
め
、
作
業
は
日
帰
り
の

1
日
だ
け
の
実
施
に
縮
小
し
ま
し
た
。

群
生
地
の
位
置
と
環
境

こ
の
活
動
の
対
象
群
生
地
は
平
取
町

芽
生
に
所
在
す
る
町
営
の
旧
放
牧
野
で

す
。
こ
こ
は
か
つ
て
馬
の
放
牧
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
群

生
地
は
約
15
ha
で
す
。

群
生
地
は
、
平
坦
な
河
岸
段
丘
で
本
来

で
あ
れ
ば
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
林
に
な
る
環
境
で

す
が
、
放
牧
野
と
し
て
維
持
管
理
さ
れ

て
き
た
だ
け
に
ヤ
チ
ダ
モ
、
シ
ラ
カ
ン

バ
、
ヤ
ナ
ギ
類
が
点
在
し
て
い
る
だ
け
で

ス
ズ
ラ
ン
に
と
っ
て
は
好
適
な
環
境
と

い
え
ま
す
。
一
方
、
地
表
部
に
目
を
向

け
る
と
、
ス
ズ
ラ
ン
以
外
の
草
本
が
徐
々

に
侵
入
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
と
は
ど
ん
な
植
物
な
の
か

キ
ジ
カ
ク
シ
科
に
属
す
る
多
年
草
。

葉
は
2
枚
で
長
さ
約
20
～
30
㎝
、
幅
5

～
6
㎝
。
公
園
や
家
庭
の
庭
な
ど
に
植

え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ド

イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン
で
、
在
来
の
ス
ズ
ラ
ン

よ
り
大
ぶ
り
な
上
に
花
穂
が
葉
の
先
端

ま
で
伸
び
る
点
で
区
別
で
き
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
を
踏
み
つ
け
な
い
よ
う
に
行

う
侵
入
草
本
の
抜
き
取
り
作
業

25
年
5
月
20
日
。
作
業
手
順
を
説
明

後
、
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
場
所
は

入
口
右
側
の
メ
イ
ン
観
賞
歩
道
の
右
側

と
し
ま
し
た
。
範
囲
は
遊
歩
道
か
ら
2

ｍ
く
ら
い
を
手
入
れ
す
る
範
囲
と
指
示

し
た
も
の
の
、
作
業
が
進
む
に
つ
れ
数

ｍ
、
所
に
よ
っ
て
は
10
ｍ
近
く
に
及
び

ま
し
た
。

ス
ズ
ラ
ン
の
群
生
地
に
入
る
の
だ
か

ら
踏
み
つ
け
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
ヨ
モ
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
な

ど
の
侵
入
草
本
の
抜
き
取
り
作
業
を
始

め
ま
し
た
。
抜
き
取
る
と
は
言
え
、
単
純

に
引
き
抜
け
る
種
類
は
少
な
く
、
特
に

多
い
ヨ
モ
ギ
は
根
が
数
十
㎝
の
長
さ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
根
を
全

部
除
去
す
る
の
は
、
か
な
り
面
倒
で
し

た
。
一
部
で
も
残
し
て
し
ま
う
と
翌
年
以

降
、
そ
こ
か
ら
発
芽
し
て
し
ま
い
ま
す
。

20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
丸
と

参加者全員

平取

10

か
つ
て
は
あ
ち
こ
ち
で
群
生
し
て
い
た
ス
ズ
ラ
ン
。

貴
重
な
群
生
地
で
始
め
た

好
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
地
道
な
活
動
。



な
っ
て
進
め
た
結
果
、
昼
ま
で
に
は
か

な
り
す
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。
ス
ズ

ラ
ン
を
踏
み
つ
け
な
い
よ
う
に
気
配
り

し
な
が
ら
で
す
か
ら
、
楽
と
は
言
え
な

い
作
業
で
し
た
。

後
日
開
催
さ
れ
た
ス
ズ
ラ
ン
観
賞
会
に

便
乗
し
、
確
認
し
た
活
動
の
効
果

今
回
の
侵
入
草
本
の
除
去
作
業
は
群

生
地
の
一
部
で
し
た
が
、
鑑
賞
に
訪
れ

る
人
た
ち
が
も
っ
と
も
多
く
通
る
場
所

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
効
果
が
大

い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
折

り
よ
く
活
動
の
9
日
後
の
5
月
29
日
に

ス
ズ
ラ
ン
群
生
地
を
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
バ
ス

に
便
乗
し
て
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
日
は
、
平
取
町
主
催
の
ス
ズ

ラ
ン
観
賞
会
の
期
間
中
で
、
多
く
の
来

場
者
が
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
早
速

我
々
が
作
業
し
た
エ
リ
ア
を
中
心
に
観

察
し
ま
し
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
抜
き

取
り
の
効
果
は
明
ら
か
で
し
た
。
作
業

区
域
は
余
計
な
草
本
が
ほ
と
ん
ど
見
当

た
ら
な
い
だ
け
に
、
全
体
が
す
っ
き
り

し
て
い
ま
し
た
。
個
々
の
ス
ズ
ラ
ン
も

他
の
場
所
と
比
べ
て
大
き
く
育
っ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ま
し
た
。

非
作
業
区
域
は
侵
入
草
本
が
、
か
な

り
大
き
く
な
っ
て
い
た
上
に
全
体
的
に

ス
ズ
ラ
ン
が
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
や
は
り
当
初
か
ら
主
要
な
侵
入
草

本
と
み
て
い
た
ヨ
モ
ギ
と
カ
ラ
マ
ツ
ソ

ウ
が
特
に
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
声
、
感
想

今
回
参
加
さ
れ
た
方
々
に
作
業
を
通

し
て
感
じ
た
こ
と
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
こ
の
群
生
地
に
は
、
前
々
か
ら
来
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
ス
ズ
ラ
ン
の
生
育

を
助
け
る
活
動
は
一
生
の
思
い
出
に

な
り
そ
う
で
す
。

・
ス
ズ
ラ
ン
が
本
格
的
に
開
花
す
る
前
で

一
面
咲
き
誇
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
早
咲
き
の
ス

ズ
ラ
ン
が
見
ら
れ
て
感
激
し
ま
し
た
。

・
日
本
産
の
ス
ズ
ラ
ン
な
ど
も
う
何
十

年
も
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

ん
な
広
大
な
群
生
地
が
残
っ
て
い
た

な
ん
て
奇
跡
で
す
。
い
つ
ま
で
も
続

い
て
欲
し
い
で
す
。

・
ど
ん
な
活
動
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
ま
ま
参
加
し
た
の
で
す
が
、
抜
き
取

る
と
言
っ
て
も
大
変
手
間
が
か
か
る
の

だ
と
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

・
今
回
、
町
内
の
人
た
ち
と
一
緒
に
や

る
と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
実
現
で

き
ず
残
念
で
し
た
。

・
日
本
産
の
ス
ズ
ラ
ン
を
ま
だ
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
見
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
で
す
。

・
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、

あ
る
程
度
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
ま

た
ど
こ
か
で
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

・
ス
ズ
ラ
ン
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
作
業

を
す
る
の
で
、
結
構
気
を
使
い
ま
し

た
。
ヨ
モ
ギ
の
根
が
あ
ん
な
に
長
く

伸
び
て
い
る
な
ん
て
、
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

【
活
動
概
要
】

・
開
催
日
／
２
０
２
５
年
5
月
20
日

・
定
員
／
20
名
（
実
参
加
者
20
名
）

・
持
ち
物
／
シ
ャ
ベ
ル
、
鎌
な
ど
あ
る
人
は
持
参
。
主
催

者
も
各
種
道
具
を
用
意
。

・
交
通
手
段
／
貸
切
バ
ス
を
使
用

・
参
加
費
／
３
、０
０
０
円
（
食
事
代
を
含
む
）

・
作
業
時
間
／
10
：
30
～
15
：
30
（
昼
食
・
適
宜
休
憩
を
と
る
）

・
作
業
場
所
／
平
取
町
芽
生
ス
ズ
ラ
ン
群
生
地

侵入草本
①アキタブキ ②ヘビイチゴ
③ヨモギ ④ススキ

平取町芽生すずらん群生地

作業の様子

開花直後のスズラン

1
3

2
4
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スズラン群生地の保全のための環境ボランティア
NPO法人 自然教育促進会

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。



当
会
が
発
足
し
た
２
０
０
０
年
ご
ろ

は
、
大
雪
山
系
、
利
尻
山
、
羅
臼
岳
な
ど

で
は
、
登
山
者
の
排
泄
に
よ
る
汚
物
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
散
乱
、
高
山
植
物
の
踏

み
付
け
に
よ
る
裸
地
の
拡
大
な
ど
、
目

を
覆
う
惨
状
で
し
た
。
こ
れ
を
改
善
す

べ
く
25
年
間
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
改
善
の
ツ
ー
ル
と
し
て
携

帯
ト
イ
レ
に
着
目
し
ま
し
た
。
登
山
者

に
根
気
よ
く
使
用
の
お
願
い
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
ト
イ
レ
の
な
い
避
難
小
屋

や
野
営
地
に
は
携
帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
（
以

下
、
ブ
ー
ス
）、
登
山
口
に
は
携
帯
ト
イ
レ

回
収
ボ
ッ
ク
ス
（
以
下
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
）
を

設
置
し
、
携
帯
ト
イ
レ
の
使
用
環
境
改

善
を
行
政
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

大
雪
山
系
の
取
り
組
み

美
瑛
富
士
避
難
小
屋
で
は
環
境
省
が

15
年
～
19
年
に
テ
ン
ト
型
ブ
ー
ス
を
設

置
し
て
効
果
検
証
を
実
施
し
ま
し
た
。

維
持
管
理
は
北
海
道
の
山
岳
９
団
体
（
美

瑛
富
士
ト
イ
レ
管
理
連
絡
会
）
が
交
代
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
担
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
環
境
省
で
固
定
式
ブ
ー
ス
を
整
備

し
、
し
尿
の
散
乱
は
激
減
し
ま
し
た
。

現
在
も
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ブ
ー
ス
の

冬
囲
い
、
冬
囲
い
外
し
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

ト
ム
ラ
ウ
シ
南
沼
野
営
地
に
は
ブ
ー

ス
が
１
基
あ
り
ま
し
た
が
、
し
尿
の
散

乱
は
続
き
ま
し
た
。
17
年
～
19
年
に
行

政
と
山
岳
団
体
で
「
ト
ム
ラ
ウ
シ
南
沼

汚
名
返
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
改
善
に
向
け
、
現
地
で
実
態

調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
も
う
１
基
増
設
し
、
し
尿
の

散
乱
は
激
減
し
ま
し
た
。

裏
旭
野
営
地
に
も
ト
イ
レ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
20
年
～
21
年
に
山
岳
18
団
体
の

賛
同
を
得
て
、「
裏
旭
野
営
指
定
地
携
帯

ト
イ
レ
検
討
連
絡
会
」
を
設
立
し
、
分

担
し
て
実
態
調
査
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
22
年
３
月
に
結
果
報
告

書
と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
て
公
表
し
ま

し
た
。
環
境
省
も
23
年
と
24
年
に
ブ
ー

美瑛富士携帯トイレブース冬囲い作業

活動報告会模様

▲
大雪山系

▲日高山脈
12

大
雪
山
系
と
日
高
山
脈
で
の
快
適
な
携
帯
ト
イ
レ
の
使
用
環
境
を
。

携
帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
や
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
、
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
の

配
布
に
よ
り
山
岳
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
。



ス
を
設
置
し
て
効
果
検
証
業
務
を
実

施
、
ブ
ー
ス
設
置
が
必
要
と
の
結
論
と

な
り
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
設
置
に
向
け
行

政
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、
維
持
管

理
の
予
算
確
保
が
課
題
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

登
山
者
へ
の
啓
発
活
動
に
も
長
年
取

り
組
み
ま
し
た
。
山
の
ト
イ
レ
マ
ッ
プ

は
13
年
に
制
作
し
、
登

山
者
に
配
布
し
て
き
ま

し
た
。
19
年
か
ら
宿
泊

施
設
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

会
社
等
の
協
力
を
得
て

窓
口
に
配
備
し
ま
し
た
。

毎
年
約
７
０
０
０
部
を

７
年
間
に
わ
た
り
配
布

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

24
年
に
沼
ノ
原
大
沼
野

営
地
に
テ
ン
ト
泊
し
た

時
は
、
テ
ン
ト
７
張
10

人
が
全
員
持
っ
て
い
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

日
高
山
脈
の
取
り
組
み

22
年
～
23
年
に
14
カ

所
の
山
小
屋
と
ト
イ
レ

の
実
態
を
調
査
・
公
表

し
ま
し
た
。
今
年
度
は

尾
根
や
稜
線
及
び
カ
ー

ル
に
散
在
し
て
い
る
小
規
模
テ
ン
ト
場

で
の
し
尿
の
散
乱
状
況
を
調
査
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
日
高
山
脈
は
難
度
の

高
い
山
ば
か
り
で
、
残
念
な
が
ら
カ
ム

イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
の
調
査
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
５
カ
所
の
テ
ン
ト
場
を

調
査
し
、
携
帯
ト
イ
レ
１
個
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
１
個
を
回
収
し
ま
し
た
。

日
高
山
脈
で
も
携
帯
ト
イ
レ
の
使
用

を
行
政
、
山
岳
団
体
等
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
２
カ
所
の
登
山
口
で

回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
さ
ら

に
３
カ
所
が
増
え
ま

し
た
。

日
高
山
脈
の
ト
イ

レ
マ
ッ
プ
を
新
た
に

２
０
０
０
部
制
作
し

ま
し
た
。
日
高
山
脈

山
岳
セ
ン
タ
ー
等
の

情
報
セ
ン
タ
ー
、
山

岳
団
体
、
行
政
な
ど

に
配
布
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
会
の
開
催

26
年
３
月
に
札
幌

で
25
年
度
の
活
動
報

告
会
を
22
名
の
参
加

者
を
迎
え
て
開
催
。

大
雪
山
と
日
高
山
脈

の
ト
イ
レ
問
題
の
現

状
と
最
新
情
報
に
つ

い
て
報
告
、
意
見
交

換
に
よ
り
課
題
を
共

有
化
し
ま
し
た
。

活動報告会集合写真

トイレマップ
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大雪山系と日高山脈のトイレ問題解決に向けた取り組み
山のトイレを考える会

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。



事
業
の
目
的

無
人
で
稼
働
す
る
自
動
撮
影
カ
メ
ラ

を
市
内
の
林
道
脇
の
定
点
に
設
置
し
、

野
生
動
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。
得
ら
れ
る
情
報
を
近
隣
住
民
と

共
有
し
な
が
ら
、
野
生
動
物
と
の
軋あ
つ
れ
き轢

回
避
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

実
施
の
様
子

自
治
体
の
許
諾
を
得
て
、滝
川
・
赤
平
・

深
川
の
各
市
境
界
に
近
い
林
道
に
赤
外

線
セ
ン
サ
ー
付
き
の
自
動
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
北
海
道
滝
川
高
校
理
数
科
の
長

澤
秀
治
・
生
物
教
諭
（
た
き
か
わ
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
運
営
委
員
）
に
撮
像
デ
ー
タ
を
解
析
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
マ
と
の
軋
轢
が
道
内
各
地
で
顕
著

と
な
っ
た
２
０
２
５
年
、
自
然
愛
好
家

向
け
に
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
の
実
践
的

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
初
実
施
し
、
そ
の
模

様
を
シ
ョ
ー
ト
動
画
に
ま
と
め
て
ウ
ェ

ブ
で
公
開
し
ま
し
た
。

12
月
に
は
「
た
き
か
わ
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
５
野
生
動
物
と
共
存
す
る
地
域

の
力
を
育
も
う
」
を
開
催
し
、
活
動
成

果
の
共
有
と
意
見
交
換
を
図
り
ま
し
た
。

25
年
度
・
未
来
へ
つ
な
ぐ
！
北
国
の
い

き
も
の
守
り
た
い
賞
受
賞

滝
川
市
江
部
乙
町
19
丁
目
林
道
（
滝
川

市
道
）
に
２
カ
所
計
３
機
の
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
９
カ
月
に
わ
た
り
定
点
観
測
を

実
施
し
ま
し
た
。

９
月
と
10
月
に
は
、
市
内
の
「
川
の

科
学
館
」
を
会
場
に
「
飛
び
出
す
エ
コ

カ
フ
ェ
」と
称
し
て
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
い
、
の
べ
約

20
人
が
参
加
。
実
物
大
パ
ネ
ル
を
使
っ

た
臨
場
感
あ
る
体
験
が
好
評
で
し
た
。

「
た
き
か
わ
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

に
は
約
60
人
が
参
加
し
、
基
調
講
演
・

報
告
・
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
じ
理
解
と

意
識
の
共
有
化
を
深
め
ま
し
た
。　
　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

「
25
年
度
・
未
来
へ
つ
な
ぐ
！
北
国
の
い

き
も
の
守
り
た
い
賞
（
北
海
道
生
物
多
様
性
保

全
実
践
活
動
賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
次
年

度
以
降
も
市
民
レ
ベ
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
継
続
し
、
情
報
共
有
と
意
見
交
換

の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

滝川

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ（
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
）
の
設
置
に
よ
る

出
没
状
況
の
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

滝
川
周
辺
に
生
息
す
る
身
近
な
野
生
動
物
と
の
共
存
を
考
え
る
。

「たきかわエコフェスタ」で基調講演する
山本牧さん（右）、報告する米内健二さん（左）

活動のようすを動画にまとめ、公開しています。http://ecoup.la.coocan.jp

ワークショップで議論する
「たきかわエコフェスタ」参加者たち

札幌

カ
ラ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
制
作
に
伴
う
行
動
調
査
や
ね
ぐ
ら
調
査
、

マ
ス
コ
ミ
対
応
や
講
演
会
な
ど
の
啓
発
活
動
ま
で
、

最
も
身
近
な
野
生
動
物
・
カ
ラ
ス
に
関
す
る
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

野生動物と共存する“地域の力”育みプロジェクト
たきかわ環境フォーラム

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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事
業
の
狙
い

当
会
は
２
０
１
７
年
か
ら
カ
ラ
ス
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
当
初
は

自
治
体
向
け
で
し
た
が
、
現
在
は
広
く

一
般
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス

の
生
態
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
良

い
共
存
を
目
指
せ
る
よ
う
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

内
容当

初
、
こ
の
冊
子
は
一
般
向
け
の
配
布

目
的
で
は
な
く
自
治
体
担
当
部
署
へ
の

配
布
で
し
た
が
、
市
民
な
ど
か
ら
の
希
望

も
多
く
、
現
在
は
無
料
で
配
布
し
、
施
設

な
ど
へ
設
置
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
当
会
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
や

調
査
記
録
に
基
づ
く
内
容
を
中
心
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ス
の
相
談
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
3
月
下
旬
か
ら
7
月
中
旬

に
か
け
て
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が「
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
の
行
動
」や「
保
護
」

に
関
す
る
も
の
で
す
。
繁
殖
期
に
向
け

て
、
自
治
体
や
市
民
の
カ
ラ
ス
対
応
の
参

考
に
し
て
頂
け
る
と
よ
り
良
い
共
存
が

可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
改
訂
や

追
記
を
し
て
発
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
会
の
活
動

当
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
。
25
年
5
月
に
画
廊
喫
茶
で
写
真
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
に
紀
伊
國
屋
書

店
に
て「
札
幌
の
カ
ラ
ス
を
語
る
」の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
開
き
、
約
１
２
０
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。

  

日
本
鳥
学
会
25
年
度
札
幌
大
会
で
は

「
札
幌
圏
の
20
年
間
に
及
ぶ
カ
ラ
ス
類
の

ね
ぐ
ら
状
況
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
口
頭
発
表
を

行
っ
た
ほ
か
、
高
校
生
企
画
の
講
師
や

自
由
集
会
で
の
話
題
提
供
な
ど
に
も
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

円
山
動
物
園
開
催
の
「
ア
ー
ス
デ
イ
」

に
も
参
加
を
し
て
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
際
に「
カ
ラ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ア
ー
ス
デ
ィ
で
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

販
売
を
行
い
活
動
費
に

充
当
し
て
い
ま
す
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
作

成
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
が
ご
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
。

25
年
8
月
に
は
大
阪

で
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
依

頼
が
あ
り
、
札
幌
の
カ

ラ
ス
の
魅
力
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た
。
そ

の
他
に
講
師
依
頼
も
あ

り
カ
ラ
ス
の
基
礎
講
座

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

26
年
3
月
1
日
に
は

札
幌
市
・
N
P
O
法
人

T
S
U
N
A
G
U
と
の

共
催
で
「
カ
ラ
ス
と
ヒ

グ
マ
と
ヒ
ト
と
の
交
差

点
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
、
餌
付
け
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
提
案
を
い
た
し
ま

し
た
。
意
図
的
な
餌
付
け
と
意
図
し
な

い
餌
付
け
が
存
在
し
て
い

て
、
野
生
動
物
を
引
き
寄

せ
、
人
と
の
軋あ
つ
れ
き轢

を
生
み

だ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
他
団
体
と
の
共
催
イ

ベ
ン
ト
は
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

日
々
の
活
動
と
し
て
、

カ
ラ
ス
の
定
点
行
動
調
査
、

生
息
数
を
把
握
す
る
た
め

の
ね
ぐ
ら
調
査
、
マ
ス
コ

ミ
か
ら
の
取
材
対
応
や
ラ

ジ
オ
出
演
な
ど
を
通
じ
、

啓
発
活
動
を
い
た
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
カ
ラ
ス
に

関
す
る
相
談
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
対
応
し
て

い
ま
す
。
他
団
体
な
ど
か

ら
の
話
題
提
供
や
執
筆
依

頼
も
あ
り
ま
し
た
。

札幌

カ
ラ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
制
作
に
伴
う
行
動
調
査
や
ね
ぐ
ら
調
査
、

マ
ス
コ
ミ
対
応
や
講
演
会
な
ど
の
啓
発
活
動
ま
で
、

最
も
身
近
な
野
生
動
物
・
カ
ラ
ス
に
関
す
る
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

札幌のカラスを語る（紀伊國屋書店札幌本店）アースディ（円山動物園）

身近な野鳥であるカラスとの共存・カラス対応マニュアル～北海道版 2026 改訂～
NPO法人札幌カラス研究会

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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事
業
の
目
的

イ
ト
ウ
は
日
本
列
島
最
大
級
の
淡
水

魚
で
す
。
羊
蹄
山
（
マ
ッ
カ
リ
ヌ
プ
リ
）
の

北
側
の
山
麓
を
縁
ど
る
よ
う
に
流
れ
る

尻
別
川
は
、
野
生
イ
ト
ウ
の
生
息
南
限

で
す
。
か
つ
て
イ
ト
ウ
釣
り
師
た
ち
が

「
メ
ッ
カ
」
と
も
呼
ん
で
憧
れ
た
尻
別
川

で
す
が
、
と
り
わ
け
１
９
７
０
～
90
年

代
の
大
規
模
な
河
川
工
事
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
イ
ト
ウ
は
急
激
に
数
を
減
ら

し
、
文
字
通
り
「
幻
の
魚
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

地
元
の
イ
ト
ウ
釣
り
師
た
ち
に
生
態

学
者
た
ち
が
加
わ
っ
た
「
オ
ビ
ラ
メ
の

会
」
は
、
96
年
の
発
足
以
来
、
科
学
的
・

社
会
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
個
体
群
の
復

元
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
広
大
な
流
域
内

に
わ
ず
か
に
残
る
貴
重
な
自
然
繁
殖
地

を
保
護
す
る
た
め
に
、
２
０
１
１
年
か

ら
繁
殖
期
に
合
わ

せ
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
24
時
間

体
制
の
「
見
ま
も

り
隊
」
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
な

お
、「
オ
ビ
ラ
メ
」
と
は
地
元
の
釣
り
師

た
ち
が
他
の
川
の
イ
ト
ウ
と
区
別
し
て

尻
別
川
の
イ
ト
ウ
を
呼
ぶ
時
の
名
前
で
、

ア
イ
ヌ
語
で
イ
ト
ウ
の
こ
と
を
指
す
「
オ

ベ
ラ
イ
ペ
」
と
い
う
名
に
由
来
し
て
い

る
と
、
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

実
施
の
様
子
と
、
そ
の
成
果

イ
ト
ウ
の
繁
殖
期
に
あ
た
る
春
の
融

雪
増
水
期
に
あ
わ
せ
、
倶
知
安
町
内
の
自

然
繁
殖
支
流
で
、
産
卵
の
た
め
に
尻
別

川
本
流
か
ら
遡
っ
て
く
る
親
魚
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
、侵
入
者
（
釣
り
人
、撮
影
者
な
ど
）

に
よ
る
脅
か
し
防
止
な
ど
を
兼
ね
た
「
見

ま
も
り
」
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
今
季

の
親
魚
初
確
認
は
25
年
４
月
18
日
（
オ
ス

２
尾
）
で
、
５
月
11
日
ま
で
の
24
日
間
に

延
べ
47
尾
（
オ
ス
35
尾
、
メ
ス
12
尾
）、
計
10

回
の
産
卵
行
動
を
目
視
確
認
し
ま
し
た
。

当
会
は
こ
の
見
ま
も
り
隊
活
動
を
、

河
川
管
理
者
や
地
元
自
治
体
と
協
働
し

な
が
ら
、
11
年
か
ら
毎
シ
ー
ズ
ン
欠
か

さ
ず
実
施
し
て
い
ま
す
。
河
川
管
理
者

か
ら
河
川
敷
占
有
許
可
を
得
て
、
レ
ン

タ
ル
し
た
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
と
移
動
式

ト
イ
レ
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

見
ま
も
り
隊
員
の
滞
在
、
ま
た
見
学
者

へ
の
情
報
提
供
の
拠
点
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
パ
ト
ロ
ー
ル
省
力
化
の
た
め
に
、

河
畔
に
赤
外
セ
ン
サ
ー
つ
き
の
自
動
撮

影
カ
メ
ラ
２
台
を
設
置
し
、
携
帯
電
話

回
線
経
由
の
自
動
発
報
装
置
と
組
み
合

わ
せ
て
、
撮
影
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
モ
ニ
タ
ー
し
ま
し
た
。

期
間
中
の
見
ま
も
り
隊
の
出
動
人
数

は
の
べ
87
人
で
し
た
。
ま
た
、
地
元
の

倶
知
安
小
学
校
お
よ
び
喜
茂
別
小
学
校

の
児
童
に
よ
る
見
学
授
業
を
含
め
、
見

学
者
の
人
数
は
の
べ
94
人
で
し
た
。

こ
の
成
果
は
当
会
発
行
の
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
に
詳
し
く
掲
載
し
て
お
り
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
（https://obiram

e.sakura.ne.jp/
index.htm

l

）。

尻別川
ニセコ町

倶知安

か
つ
て
は
イ
ト
ウ
の
メ
ッ
カ
と
呼
ば
れ
た
尻
別
川
、

い
つ
し
か〝
幻
の
魚
〟に
な
っ
て
し
ま
っ
た
イ
ト
ウ
。

イ
ト
ウ
釣
り
愛
好
家
や
生
態
学
者
た
ち
が
個
体
群
の
復
元
を
目
指
す
。

繁殖地の川岸に、イトウ保護を呼びか
ける看板を取り付ける

イトウ繁殖地を見学に訪れた地元小学
生たちを案内する川村洋司事務局長

「見まもり隊」隊長の足立聡さん（右）
と川村洋司事務局長

2025 年シーズンの「見まもり隊」に加わっ
たオビラメの会の会員・サポーターたち

阿寒摩周
国立公園

玄
武
岩
溶
岩
が
つ
く
り
出
す
風
穴
、

そ
の
周
辺
に
は
独
特
な
景
観
と
植
生
が
形
成
さ
れ
る
。

次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
そ
の
特
異
な
植
生
と
風
穴
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
。

尻別川のイトウ繁殖地「見まもり隊」活動
尻別川の未来を考えるオビラメの会

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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実
施
主
体

十
勝
自
然
保
護
協
会
は
１
９
７
１
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
十
勝
の
自
然
環

境
の
保
全
、
保
護
育
成
に
つ
と
め
、
生

活
と
文
化
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
、
力
を
い
れ
て
い
る
活
動
は
、
大

雪
山
、
日
高
山
脈
、
阿
寒
摩
周
と
、
十

勝
を
囲
む
国
立
公
園
の
自
然
を
守
る
こ

と
で
す
。
い
ず
れ
に
も
そ
の
地
域
特
有

の
貴
重
な
自
然
が
あ
り
、
人
間
の
開
発

行
動
か
ら
守
り
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
阿
寒
富
士
西
麓

の
森
の
貴
重
さ
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
会
は
、
２
０
１
７

年
頃
か
ら
自
然
探
索
を
始
め
、
独
特
な

地
形
、風
穴
の
存
在
、そ
の
植
生
の
特
徴
、

景
観
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
し
て
き
ま

し
た
。
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
主
体
と
す
る

林
内
に
、
低
標
高
で
あ
り
な
が
ら
イ
ソ

ツ
ツ
ジ
、
コ
ケ
モ
モ
な
ど
高
山
性
の
植

物
が
繁
茂
し
、
蘚せ
ん
た
い苔

類
も
森
林
性
の
ミ

ズ
ゴ
ケ
類
が
豊
富
で
、
凍
土
の
存
在
が

推
測
さ
れ
る
地
域
で
す
。
こ
れ
ま
で
調

査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

22
年
に
、
佐
藤
謙
氏
（
北
海
学
園
大
学
名

誉
教
授
）
の
植
生
調
査
、
乙
幡
康
之
氏
（
ひ

が
し
大
雪
自
然
館
学
芸
員
）
の
蘚
苔
類
調
査
に

同
行
し
、
23
年
に
事
前
調
査
を
し
、
24

年
に
、
第
2
種
特
別
地
域
を
含
む
国
有

林
で
、
風
穴
と
風
穴
に
よ
る
低
温
湿
潤

な
環
境
に
依
存
し
た
特
殊
な
植
生
や
蘚

苔
類
の
調
査
を
3
人
の
専
門
家
（
清
水
長

正
氏
、指
村
奈
穂
子
氏
、乙
幡
康
之
氏
）に
依
頼
し
、

共
に
調
査
し
ま
し
た
。

24
年
の
調
査

に
よ
っ
て
多
く

の
こ
と
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

阿
寒
富
士
か
ら

流
下
し
た
玄
武

岩
質
溶
岩
に
よ
る
複
数
の
凹
地
に
お
い

て
低
温
環
境
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
冷
風

穴
・
温
風
穴
が
地
下
で
通
じ
て
い
る
可
能

性
も
で
て
き
ま
し
た
。
風
穴
の
低
温
と
複

雑
な
地
形
の
狭
い
範
囲
内
に
多
様
な
植

物
が
生
育
し
て
い
る
特
徴
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
蘚
苔
類
で
は
、
ゴ
レ
ツ
ミ
ズ
ゴ

ケ
な
ど
北
海
道
で
希
産
種
と
さ
れ
る
種

が
3
種
確
認
さ
れ
、
う
ち
2
種
は
阿
寒

摩
周
国
立
公
園
で
は
初
確
認
種
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
極

め
て
珍
し
い
自
然
環
境
を
も
つ
地
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
の
様
子

助
成
事
業
は
下
記
の
課
題
を
中
心
に

研
究
者
と
会
員
の
協
力
を
得
て
、
延
べ

19
日
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

・
風
穴
（
地
形
・
気
温
地
温
・
温
風
穴
）：
清
水

長
正
氏

・
風
穴
周
辺
の
森
林
植
生
：
塚
田
晴
朗
氏

・
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
ラ
ッ
プ
調
査

地
上
徘
徊
性
甲
虫
：
須
田
修
氏

ク
モ
類
：
松
田
ま
ゆ
み
氏

ム
カ
デ
類
お
よ
び
ヤ
ス
デ
類
：
開
澤

菜
月
氏

両
生
類
：
乙
幡
康
之
氏

・
花
粉
分
析
に
よ
る
植
生
遷
移
：
星
野

フ
サ
氏
・
萩
原
法
子
氏
・
春
木
雅
寛
氏

地
層
内
の
植
物
遺
体
：
乙
幡
康
之
氏 阿寒摩周

国立公園

玄
武
岩
溶
岩
が
つ
く
り
出
す
風
穴
、

そ
の
周
辺
に
は
独
特
な
景
観
と
植
生
が
形
成
さ
れ
る
。

次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
そ
の
特
異
な
植
生
と
風
穴
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
。

風穴を含む凹地底部におけるコドラート調査

風穴の地温−0.2℃。真夏で
も０℃近い地温でこの地域
には凍土の存在が推測される

ピットフォールトラップ調査（地上徘徊性昆虫）の回収作業

阿寒富士西麓の森のアカエゾマツ林床における風穴、風穴植生等の調査研究及びその報告書の制作
十勝自然保護協会

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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江別

道
内
の
中
高
生
や
大
学
生
向
け
の

生
物
多
様
性
保
全
・
英
語
版
テ
キ
ス
ト
の
制
作
と

留
学
生
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

利
尻
島
で
は
、
長
年
に

わ
た
り
ウ
ミ
ネ
コ
と
人

の
あ
い
だ
で
軋あ
つ
れ
き轢
が
生

じ
て
お
り
、
人
為
的
な

理
由
に
よ
っ
て
ウ
ミ
ネ

コ
が
け
が
を
し
た
り
、
死

亡
す
る
事
例
も
見
ら
れ

ま
す
。
一
方
、
ウ
ミ
ネ
コ

は
２
０
１
９
年
に
北
海

道
の
準
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
近
年

そ
の
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
尻
島
の
ウ
ミ
ネ
コ
繁
殖
地
は
国
内
最

大
級
の
規
模
を
誇
り
、
効
果
的
な
保
全

の
た
め
に
極
め
て
重
要
な
地
域
で
す
。

当
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
講
演
会
や
報
告

会
を
通
じ
て
島
民
の
理
解
を
深
め
る
活

動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
取
り

組
み
は
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ

で
今
回
、
ウ
ミ

ネ
コ
の
保
全
と
共
存
の

促
進
を
目
的
と
し
て
、

利
尻
島
の
ウ
ミ
ネ
コ
を

主
人
公
に
し
た
子
ど
も

向
け
絵
本
を
制
作
し
ま

し
た
。

25
年
5
月
に
や
じ
ま

さ
く
ら
氏
を
利
尻
島
に

招
き
、
ウ
ミ
ネ
コ
コ
ロ

ニ
ー
で
の
繁
殖
の
様
子

を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
期
は

お
お
む
ね
4
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
で

あ
る
た
め
、
や
じ
ま
氏
の
来
島
時
以
外

の
期
間
に
つ
い
て
は
、会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
メ
ン
バ
ー
が
随
時
写
真
や
動
画
を
撮

影
し
、
繁
殖
状
況
の
記
録
・
共
有
を
行

い
ま
し
た
。
繁
殖
期
が
落
ち
着
い
た
秋

頃
か
ら
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
絵
本
の
構

成
を
検
討
す
る
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

当
会
に
と
っ
て
絵
本
制
作
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
構
成
検
討
の

段
階
か
ら
幼
稚
園
教
諭
や
デ
ザ
イ
ン
会

社
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
制
作
過

程
で
は
知

人
家
族
に

試
作
版
を

配
布
し
、

子
ど
も
の

理
解
度
や

保
護
者
に

と
っ
て
の
読
み
や
す
さ
に
つ
い
て
検
証

を
重
ね
ま
し
た
。
絵
本
の
仕
様
に
つ
い

て
は
、
当
初
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
を
想
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
教
諭
へ
の
相

談
の
結
果
、
公
共
施
設
で
の
長
期
利
用

に
は
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
が
適
し
て
い
る
と

の
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
当
会
と
し
て

も
、
子
ど
も
た
ち
に
長
く
読
ん
で
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
か
ら
、
最
終
的
に

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
制
作
し
ま
し
た
。

印
刷
費
の
増
加
に
伴
い
、
配
布
方
法

は
郵
送
で
は
な
く
、
す
べ
て
手
渡
し
と

し
ま
し
た
。
絵
本
は
利
尻
島
内
の
子
ど

も
た
ち
や
、
道
内
の
未
就
学
児
が
利
用

す
る
公
共
施
設
に
無
償
配
布
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
早
稲
田
大
学
野
生
動
物
生
態

学
研
究
室
か
ら
追
加
の
資
金
援
助
を
受

け
、
そ
の
費
用
に
よ
り
当
会
の
拠
点
が

あ
る
埼
玉
県
所
沢
市
の
幼
稚
園
に
も
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

絵
本
を
読
ん
だ
家
族
か
ら
は
、「
利
尻

島
が
日
本
最
大
の
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地

で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」「
ウ
ミ

ネ
コ
の
糞
が
栄
養
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
っ
た
」「
利
尻
島
で
の
ウ
ミ

ネ
コ
の
暮
ら
し
が
分
か
り
興
味
深
か
っ

た
」
な
ど
、
多
く
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
印

刷
部
数
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
す
べ

て
の
希
望
者
に
配
布
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
資
金
の
確
保

を
図
り
、
増
刷
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
施
設
お
よ
び
家
庭
へ
の
普
及
を

目
指
し
て
い
ま
す
。  

利尻島

国
内
最
大
級
の
繁
殖
地
の
島
で

ウ
ミ
ネ
コ
の
営
み
や
生
態
を
、

子
ど
も
と
大
人
が
共
に
学
べ
る
絵
本
で
再
現
。

読み聞かせの様子

絵本の表紙

ウミネコ調査に協力するやじま氏

利尻山とウミネコ

ウミネコが育む利尻の海〜絵本で伝える自然のつながり〜
利尻島ウミネココロニーについて考える会

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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は
じ
め
に

国
際
交
流
サ
ー
ク
ルSukaRela

は
、

２
０
０
６
年
に
酪
農
学
園
大
学
に
創
立

さ
れ
た
国
際
交
流
と
自
然
環
境
の
保
全

を
目
的
と
し
た
学
生
サ
ー
ク
ル
で
す
。

語
学
を
習
得
し
た
い
と
い
う
学
生
か
ら
、

海
外
で
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組
み

た
い
学
生
、
将
来
海
外
で
働
き
た
い
と

い
う
学
生
ま
で
、
様
々
な
動
機
を
持
っ

た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

酪
農
学
園
大
学
は
、
26
年
4
月
現
在
、

24
カ
国
・
45
機
関
と
の
間
で
協
定
を
結

び
、
多
く
の
留
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

酪
農
学
園
大
学
に
来
ら
れ
る
留
学
生

の
う
ち
、
特
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
大

学
と
は
関
係
が
深
く
、
11
年
に
は
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
、
学
生
及
び
教
員

の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

サ
バ
大
学
か
ら
の
留
学
生
は
、
生
物

多
様
性
の
保
全
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
多

く
、毎
年
6
カ
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
25
年
度
も

5
人
の
学
生
が
来
学
し
ま
し
た
。

生
物
多
様
性
保
全
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
作
成

サ
バ
大
学
の
留
学
生
と
協
働
し
て
、

北
海
道
の
中
高
生
や
大
学
生
向
け
の
北

海
道
の
生
物
多
様
性
保
全
の
英
語
版
テ

キ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
北
海
道
の
地
理
・
気
候
の
概

要
、
植
生
、
河
川
、
湿
地
、
海
洋
、
山
岳

の
特
徴
を
解
説
し
、
生
物
多
様
性
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
ま
た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち

の
自
然
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
も
解
説

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
海
道
の
絶
滅

危
惧
種
、
地
域
の
生
物
多
様
性
に
対
す
る

脅
威
、
保
全
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

中
高
生
・
大
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

北
海
道
の
各
地
を
訪
問
し
、
日
本
と

マ
レ
ー
シ
ア
の
自
然
と
文
化
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
英
語
で
行
い
ま
し

た
。
訪
問
地
は
、
江
別
市
（
酪
農
学
園
大
学
、

と
わ
の
森
三
愛
高
校
）、
せ
た
な
町
（
北
檜
山
中

学
校
）、
羅
臼
町
（
羅
臼
高
校
）、
浜
中
町
（
霧

多
布
湿
原
／
酪
農
学
園
大
学
の
学
生
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
な
ど
で
す
。

ま
と
め

テ
キ
ス
ト
は
北
海
道
の
中
高
生
や
大

学
生
が
北
海
道
の
自
然
や
生
物
に
つ
い

て
英
語
で
紹
介
す
る
際
の
手
引
き
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
、
留
学
生
た
ち
が
マ

レ
ー
シ
ア
の
自
然
と
文
化
を
紹
介
し
、

北
海
道
の
気
候
を
比
較
し
、
両
地
域
の

生
物
多
様
性
の
違
い
を
分
か
り
や
す
く

英
語
で
解
説
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

気
候
の
違
い
が
地
域
の
生
態
系
や
生
物

種
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を

示
し
、
気
候
変
動
問
題
や
生
物
多
様
性

保
全
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

江別

道
内
の
中
高
生
や
大
学
生
向
け
の

生
物
多
様
性
保
全
・
英
語
版
テ
キ
ス
ト
の
制
作
と

留
学
生
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

浜中町における酪農学園大学学生とのワークショップ

北海道の
生物多様性保全テキスト

江別市とわの森三愛高校での
ワークショップ

せたな町北檜山中学校での
ワークショップ

北海道の中高校生のための生物多様性多言語テキストの作成とワークショップの開催
国際交流サークル SukaRela（スカレラ）

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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北
海
道
産
い
き
も
の
保
全
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
北
海
道
内
の
9
つ
の
動
物
園
・

水
族
館
が
連
携
し
、
道
内
に
生
息
す
る

野
生
動
物
の
保
全
や
調
査
研
究
、
教
育

普
及
を
進
め
る
共
同
事
業
で
す
。
傷
病

鳥
獣
へ
の
対
応
、
飼
育
下
繁
殖
や
遺
伝

的
多
様
性
の
確
保
の
ほ
か
、
各
園
館
が

協
力
し
て
野
生
動
物
に
関
す
る
情
報
共

有
や
啓
発
活
動
を
行
い
、
地
域
と
自
然

が
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
３
つ
の
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

第
19
回
ア
ー
ス
デ
イ
in
円
山
動
物
園

（
２
０
２
５
年
６
月
21
日
・
22
日
）

北
海
道
産
い
き
も
の
保
全
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
は
初
め
て
の
出
展
と
な
っ

た
ア
ー
ス
デ
イ
で
は
、
各
園
館
が
個
性

豊
か
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
ま

し
た
。
A
O
A
O
S
A
P
P
O
R
O
の

「
お
さ
か
な
帽
子
づ
く
り
」、
千
歳
水
族

館
の
「
サ
ケ
皮
し
お
り
」、
釧
路
市
動
物

園
の
「
生
態
系
ジ
ェ
ン
ガ
」、
登
別
マ
リ

ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
と
円
山
動
物
園
に
よ

る
「
動
物
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
な
ど
、

来
園
者
が
体
験
を
通
し
て
楽
し
く
学
べ

る
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
N
H
K
札
幌
放
送
局
の
協
力

に
よ
る
ヒ
グ
マ
V
R
体
験
も
実
施
さ
れ
、

2
日
間
で
３
５
３
人
が
体
験
。
多
く
の

市
民
が
北
海
道
の
自
然
に
つ
い
て
の
学

び
を
深
め
ま
し
た
。
当
日
は
募
金
活
動

も
行
い
、
合
計
７
２
、６
０
１
円
の
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
館
職
員
や
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
合
い
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
一
体
感
が
生
ま

れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

あ
に
ま
る
・
ハ
ッ
ピ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
in

旭
山
動
物
園
（
２
０
２
５
年
9
月
20
日
・
21
日
）

3
年
連
続
の
出
展
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
認
知
度
が
大
き
く
向
上
し
ま
し

た
。「
チ
リ
モ
ン
を
探
せ
！
」「
エ
ゾ
シ
カ

皮
チ
ャ
ー
ム
づ
く
り
」「
動
物
の
食
べ
方

を
知
ろ
う
！
」
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
の
来
園
者
に

好
評
で
し
た
。
ま
た
、
加
盟
園
館
の
紹
介

や
動
物
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
各
施
設
の
特

色
を
伝
え
る
情
報
発
信
も
行
い
ま
し
た
。

募
金
は
合
計
６
６
、９
８
８
円
と
な

り
、
来
場
者
か
ら
の
温
か
い
支
援
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
円
山
・
旭
山
両
園
だ

け
で
な
く
、
道
内
各
地
の
園
館
に
も
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り

が
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。

猛
禽
類
医
学
研
究
所
×
北
海
道
産
い
き
も

の
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
羽
根
で
学
ぶ
、
鳥
の
こ
と
。W

ith ZO
O

 

& A
quarium

」

（
２
０
２
５
年
6
月
～
26
年
3
月
）

初
め
て
の
域
内
保
全
団
体
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
、
猛
禽

類
医
学
研
究
所
と
協
働
し
た
巡

回
展
示
を
道
内
9
園
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
各
園
館
の
地
域
特

性
や
生
息
環
境
に
合
わ
せ
て

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
釧
路
市
動

物
園
で
は「
釧
路
湿
原
の
鳥
類
」、

小
樽
水
族
館
で
は
「
北
海
道
沿
岸
の
海

鳥
」、
旭
山
動
物
園
で
は
「
夏
鳥
」、
円
山

動
物
園
で
は
「
冬
鳥
」
な
ど
、
多
彩
な

切
り
口
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
市
動
物
園
で
はInstagram

ラ

イ
ブ
配
信
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
解
説
、

A
O
A
O
S
A
P
P
O
R
O
で
は
研
究

員
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。
羽

根
の
構
造
や
種
類
、
鳥
類
の
生
態
に
つ
い

て
専
門
的
な
知
見
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
に
使
用
さ
れ
た
羽
根
は
す
べ
て

ロ
ー
ド
キ
ル
等
で
失
わ
れ
た
野
鳥
の
個

体
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
人
の
暮
ら

し
と
野
生
生
物
の
関
わ
り
を
考
え
る
契

機
に
な
り
ま
し
た
。
お
よ
そ
30
万
人
を
超

え
る
来
園
者
が
こ
の
展
示
を
訪
れ
、
羽
根

一
枚
か
ら
自
然
と
人
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
深
く
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 札幌

旭川

釧路

20

道
内
の
9
園
館
の
連
携
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
魅
力
。

多
角
的
な
普
及
啓
発
で
、北
海
道
の
自
然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

新さっぽろサンピアザ水族館
「北海道の沖合に生息する海鳥」

ブース全体の様子

生態系ジェンガ
（釧路市動物園提供）

の様子

手前が募金ブース、奥がワークショッ
プブース

エゾシカ皮チャームを作ろう！の様子

AOAO SAPPORO
「綺麗で個性豊かな羽をもつ鳥類」

釧路市動物園
「釧路湿原に生息する鳥類」

北海道産いきもの保全プロジェクト
北海道産いきもの保全プロジェクト

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。



２
０
２
５
年
7
月
26
日
、
27
日
の
2

日
間
、
羽
幌
町
の
天
売
島
に
お
い
て
、
親

子
を
対
象
と
し
た
自
然
体
験
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
主
に
旭
川
市
か
ら
参
加
し

た
5
組
17
名
（
大
人
9
名
、
子
ど
も
8
名
）
が
、

島
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
野
生
生
物
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
生
態
系
や
生
物
多

様
性
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

赤
岩
展
望
台
で
は
海
鳥
の
観
察
を
実

施
し
、
天
売
島
に
生
息
す
る
ウ
ミ
ガ
ラ
ス

や
ウ
ト
ウ
な
ど
の
生
態
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
崎
海
岸
で
は

海
岸
生
物
の
観
察
を
行
い
、
専
門
ガ
イ
ド

の
解
説
の
も
と
、
潮
間
帯
に
生
息
す
る
生

き
物
の
特
徴
や
役
割
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
自
然
素
材
を
活
用

し
た
体
験
活
動
や
、
活
動
の
振
り
返
り
を

行
い
、
学
び
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

人
口
約
２
４
０
人
の
小
さ
な
島
、
天

売
島
に
は
、
毎
年
約
１
０
０
万
羽
の
海
鳥

た
ち
が
繁
殖
の
た
め
に
集
ま
り
ま
す
。
断

崖
に
巣
を
つ
く
る
ウ
ミ
ウ
や
ケ
イ
マ
フ

リ
な
ど
の
姿
を
間
近
に
見
た
参
加
者
た

ち
は
、
命
の
営
み
の
厳
し
さ
や
、
繁
殖
の

た
め
の
仕
組
み
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

時
に
は
命
を
落
と
し
た
雛
の
姿
に
立
ち

止
ま
り
、
自
然
の
過
酷
さ
を
受
け
止
め
る

場
面
も
。
講
師
の
寺
沢
孝
毅
さ
ん
か
ら
は
、

現
在
の
人
間
の
暮
ら
し
が
い
か
に
地
球
環

境
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
ま
た
海
鳥

た
ち
に
も
そ
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と

が
伝
え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
丸
く

し
て
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

海
辺
で
は
雨
の
中
で
も
海
遊
び
を
楽
し

み
、
カ
ニ
や
貝
、
海
藻
、

漂
着
物
を
観
察
。
卵
を

抱
え
た
カ
ニ
に
出
会
い
、

宝
探
し
の
よ
う
に
拾
っ

た
貝
殻
に
つ
い
て
、
後

で
図
鑑
を
使
っ
て
調
べ

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
は
、
た

だ
「
楽
し
か
っ
た
」
で

終
わ
ら
ず
、
自
分
の
暮

ら
し
と
自
然
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
実

感
を
育
む
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

天
売
島
で
の
2
日
間

の
体
験
を
通
じ
て
、
参
加
し
た
親
子
は
自

然
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
、
生
物
多
様
性

の
大
切
さ
を
実
感
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
０
２
５
年
度
は
、
道

内
の
動
物
園
・
水
族
館
が

連
携
し
て
多
角
的
な
普
及

啓
発
を
展
開
し
、
野
生
動

物
保
全
の
重
要
性
を
多
く

の
人
に
発
信
で
き
た
一
年
で
し
た
。
各
園

館
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、

一
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
、

北
海
道
の
自
然
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ

取
り
組
み
が
一
層
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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島
全
域
が
鳥
獣
保
護
区
の
天
売
島
で
、
心
を
動
か
さ
れ
る
命
の
営
み
の

厳
し
さ
や
、
繁
殖
の
た
め
の
仕
組
み
を
親
子
で
観
察
体
験
。

新さっぽろサンピアザ水族館
「北海道の沖合に生息する海鳥」

AOAO SAPPORO
「綺麗で個性豊かな羽をもつ鳥類」

釧路市動物園
「釧路湿原に生息する鳥類」

天売島

海洋プラワークショップ

赤岩展望台

浜遊び

野鳥の雛

集合写真（フェリー前）

繋ぐのは命プロジェクト「天売島探検隊」
旭川市・繋ぐのは命プロジェクト「天売島探検隊」

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。



ハ
ー
プ
ソ
ン
（
一
般
参
加
型
爬
虫
類
・
両
生

類
分
布
一
斉
調
査
）
の
実
施
目
的
は
、
道
民

が
身
近
な
両
生
類
や
爬
虫
類
を
観
察
し
、

親
し
む
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

本
事
業
で
は
、
道
内
各
地
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
観
察
情
報
を
集
約
し
、
最
新
の

分
布
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。
得
ら
れ

た
知
見
は
学
術
的
な
価
値
を
持
つ
だ
け

で
な
く
、
研
究
会
大
会
で
の
発
表
や
報

告
書
の
発
行
を
通
じ
て
広
く
社
会
に
還

元
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
に
生
息
す
る
爬
虫
類
・
両
生

類
の
分
布
や
生
態
に
対
す
る
理
解
を
広

め
、
生
息
環
境
の
保
護
・
保
全
の
基
礎

資
料
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
う
し
た
記
録
を
長
期
に
わ
た
っ

て
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
野
生
の

爬
虫
類
・
両
生
類
の
生
息
状
況
を
把
握

し
、
将
来
的
な
環
境
保
護
や
保
全
活
動

に
資
す
る
基
盤
を
提
供
し
ま
す
。

「
ハ
ー
プ
ソ
ンH

okkaido2025

」
は
、

２
０
２
５
年
4
月
1
日
か
ら
9
月
15

日
の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
各
自
で
野
外
の
爬
虫
類
や
両 札幌
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根
付
き
始
め
た
道
民
参
加
型
の
調
査
活
動
、

爬
虫
類
・
両
生
類
の
生
息
状
況
の
一
斉
調
査
・
ハ
ー
プ
ソ
ン
は

北
海
道
の
自
然
界
の
異
変
を
い
ち
早
く
察
知
す
る「
物
差
し
」。

2025 年期間内調査で確認された種：21 種（昨年比 +3）
ヒガシニホントカゲ / ニホンカナヘビ / コモチカナヘビ / ジムグリ / アオダイショウ / シマヘビ
シロマダラ / ニホンマムシ / ニホンイシガメ / クサガメ / ミシシッピアカミミガメ / アオウミガメ
エゾサンショウウオ / キタサンショウウオ / ヒガシニホンアマガエル / エゾアカガエル
アズマヒキガエル / ウシガエル / ツチガエル / トウキョウダルマガエル / トノサマガエル
※写真はヒガシニホンアマガエルの変異個体（本来は緑色）とシロマダラ

札幌市内にて、ニホンカナヘビを見つけて観察を試みる



生
類
を
観
察
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
当
研

究
会
へ
と
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

情
報
を
活
用
し
た
生
息
マ
ッ
プ
の
作

成
に
加
え
、
21
年
か
ら
25
年
ま
で
の

調
査
結
果
を
統
合
し
、「
ハ
ー
プ
ソ
ン

H
okkaido2021-2025

結
果
報
告
書
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

実
施
に
際
し
て
は
、
S
N
S
や
会
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
過
去
の
参
加
者
へ
の

呼
び
か
け
を
通
じ
て
広
く
参
加
を
募
り

ま
し
た
。
参
加
者
の
居
住
地
は
札
幌
市

な
ど
の
人
口
集
中
域
に
多
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
が
、
実
際
の
調
査
地
点
は
道
内

全
域
の
幅
広
い
地
域
に
わ
た
り
、
広
域

的
な
分
布
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

21
年
か
ら
25
年
の
調
査
に
は
、
の
べ

１
０
３
チ
ー
ム
、
合
計
３
１
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
（
25
年
単
年
で
は
29
チ
ー
ム
、

１
２
４
名
）。
参
加
者
層
は
10
歳
未
満
か

ら
80
代
ま
で
と
非
常
に
幅
広
く
、
北
海

道
を
10
㎞
四
方
で
区
切
っ
た
2
次
メ
ッ

シ
ュ
で
４
８
４
区
画
（
25
年
単
年
で
は
２
５
１

区
画
）
に
お
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
果
・
結
果

本
事
業
の
成
果
は
、
市
民
参
加
型
の

調
査
と
し
て
定
着
し
、
年
々
デ
ー
タ
蓄

積
量
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
確

認
デ
ー
タ
数
は
、
15
～
17
年
の
６
３
８

件
、
18
～
20
年
の
１
、１
３
６
件
か
ら
大

幅
に
増
加
し
、
今
回
の
5
年
間
で
は
３
、

３
８
１
件
に
達
し
ま
し
た
。
12
年
の
開

始
以
来
、
知
名
度
が
徐
々
に
向
上
し
、

一
部
の
参
加
者
が
例
年
継
続
し
て
参
画

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
活
動
が
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
根
付
き
つ
つ
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

集
ま
っ
た
デ
ー
タ
の
数
は
、
単
な
る

分
布
情
報
に
留
ま
ら
ず
、
在
来
種
の
現

在
の
生
息
状
況
や
外
来
種
の
分
布
推
移

を
検
討
で
き
る
規
模
と
な
っ
て
お
り
、

生
物
分
布
の
基
礎
資
料
と
し
て
極
め
て

有
用
で
す
。
多
く
の
参
加
者
の
協
力
に

よ
っ
て
、
地
域
の
自
然
環
境
の
現
状
を

把
握
す
る
貴
重
な
資
料
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
北
海
道
の
自
然
界
に
変
化
が

生
じ
た
際
、
そ
の
異
変
を
い
ち
早
く
察

知
で
き
る
「
物
差
し
」
と
し
て
こ
の
報

告
書
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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ハープソン Hokkaido の調査マップ

宗谷地方の海岸付近で、トカゲ類を探して調査を行う

道民参加型・道内爬虫類両生類分布一斉調査事業（ハープソン Hokkaido2025）
北海道爬虫両棲類研究会

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。



特
定
外
来
生
物
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
の
防
除
と
在
来
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活
動
の
中
心

と
し
て
い
る
当
団
体
で
は
、
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
閑
散
期
や
開
花
期
等
適
期
に
特
定

外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
分
布

把
握
と
防
除
手
法
の
確
立
も
検
討
し
て

い
ま
す
。（
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
明
治
時
代
中

期
に
観
賞
用
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
は
農
業
用
ハ
ウ
ス
栽
培
作
物
の
授
粉

用
と
し
て
１
９
９
０
年
代
初
頭
に
輸
入
さ
れ
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
逸
出
し
、
野
生
化
し
た
た
め
現
在
は

い
ず
れ
も
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

現
地
で
の
防
除
試
行
、
関
係
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
事
例
視
察
と
い
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
中
心
に
実
施
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
他
団
体
の
公
園

内
林
床
植
生
保
全
へ
の
取
組
見
学
と
交

流
（
6
月
29
日
、
旭
川
市
神
楽
岡
公
園
）、
十
勝

岳
連
峰
周
辺
山
麓
の
道
路
周
辺
で
の
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
開
花
状
況
調
査
と
開

花
確
認
日
の
展
示
用
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
レ

ク
休
養
施
設
管
理
者
へ
の
聞
き
取
り
お

よ
び
活
動
P
R
（
10
月
4
日
、
旭
川
市
21
世
紀

の
森
）、
道
路
維
持
管
理
作
業
の
見
学
と

付
帯
設
備
の
観
察
（
夏
～
秋
）、
地
元
官
庁

へ
の
聞
き
取
り
（
冬
）
等
を
行
い
ま
し
た
。

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
防
除
（
抜
取
り
）

着
手
は
、
当
団
体
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
エ

リ
ア
内
の
観
察
植
物
群
落
に
侵
入
が
始

ま
っ
た
こ
と
や
、
山
林
側
の
在
来
種
オ

オ
ウ
バ
ユ
リ
が
明
ら
か
に
減
り
丈
も
低

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
植
生
が
オ
オ
ハ

ン
ゴ
ン
ソ
ウ
へ
一
気
に
置
き
換
わ
り
そ

う
な
状
態
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

原
因
は
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
自
身
の

旺
盛
な
増
殖
能
力
に
加
え
て
、
周
辺
の

木
本
（
カ
ン
バ
類
）
や
草
本

（
オ
オ
イ
タ
ド
リ
や
セ
リ
科
高
茎

草
）
が
植
物
食
昆
虫
（
コ
ガ

ネ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
）
の
大

発
生
に
よ
り
成
長
抑
制

さ
れ
た
影
響
も
看
過
で

き
ま
せ
ん
。
観
察
植
物

群
落
内
に
飛
び
火
的
に

入
っ
た
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン

ソ
ウ
の
開
花
茎
は
夏
～

秋
に
か
け
て
毎
週
定
期

的
に
手
鎌
で
根
の
切
取

を
行
い
ま
し
た
が
、
次

回
ま
で
に
伸
び
、
丈
が

低
く
な
り
な
が
ら
開
花

蕾
ま
で
付
け
る
の
が
数

回
に
わ
た
っ
て
観
察
さ

れ
ま
し
た
。
10
月
に
入
っ

て
道
具
を
手
鍬
に
持
ち

換
え
て
根
を
掘
取
っ
た
後
は
伸
び
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
日
照
時
間
や
低
温
の

影
響
も
あ
り
そ
う
で
す
。
こ
の
群
落
は

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
観
察
重
点
で
も
あ
り
、

次
年
へ
観
察
を
継
続
し
ま
す
。

オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
に
つ
い
て
は
、
林
縁

で
ふ
つ
う
に
み
ら
れ
る
高
茎
草
本
で
し

た
が
、
一
昨
年
位
か
ら
明
ら
か
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
残
っ
た
株
も
草
丈
が
低

く
な
り
、
花
も
矮
小
と
な
り
ま
し
た
。

林
縁
側
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
根
の
掘

り
取
り
を
行
っ
た
際
に
、
縮
小
し
た
球

根
が
横
か
ら
出
て
き
た
の
を
確
認
し
ま

し
た
。
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
道
路
法

面
で
旺
盛
に
繁
茂
し
、
相
当
な
数
の
種

を
毎
年
つ
け
て
い
ま
す
が
、
横
の
針
広

混
交
天
然
林
床
に
は
一
本
も
芽
生
え
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
森
林
と
林
床
植
生
に

よ
る
結
界
な
の
か
、
な
ぜ
入
れ
な
い
の

か
は
興
味
深
く
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

は
か
き
起
こ
し
た
土
地
に
強
み
が
あ
る

こ
と
が
改
め
て
わ
か
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
エ
リ
ア
及
び
防
除
範
囲
を
縮

小
し
、
登
山
口
付
近
の
道
路
法
面
か
ら

美瑛町
▲

十勝岳
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人
間
活
動
や
生
態
系
の
変
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
拡
大
し
た

特
定
外
来
生
物
※

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
。
開
花
状
況
調
査
か
ら

種
の
特
性
の
把
握
ま
で
、手
さ
ぐ
り
で
始
め
た
防
除
と
活
用
の
試
み
。

※特定外来生物：人間の活動によ
って海外などから入ってきた外
来生物のうち、生態系や人の生
命・身体、農林水産業に被害を
及ぼす、またはそのおそれがある
ものとして国が指定した生物。

十勝岳連峰（表大雪側）周辺山麓の道路周辺でオオハンゴンソウの開花調査をも
とに制作した開花確認日を記した展示用マップ



重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
の
登
山
道
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
25
年
６
～
９

月
：
12
回
実
施
）
前
後
の
機
会
を
活
用
し
、

登
山
口
付
近
や
山
岳
道
路
沿
い
の
初
期

侵
入
の
抜
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
花
時
期
の
花
色
が
目
に
付

き
森
林
内
へ
の
侵
入
状
況
ま
で
確
認
で

き
た
た
め
、
初
期
侵
入
分
に
つ
い
て
優

先
実
施
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の

三
事
例
に
な
り
ま
す
。

①
遊
歩
道
入
口
周
辺
に
株
が
入
っ
た
事

例
②
渓
流
工
作
物
周
辺
で
の
水
分
土
壌
に

生
え
て
い
る
事
例

③
山
岳
道
路
沿
い
の
柳
等
2
次
林
床
に

生
え
て
い
る
事
例

①
は
数
株
程
度
で
短

時
間
で
根
か
ら
掘
り

取
り
ま
し
た
。
②
渓

流
沿
い
は
水
分
土
壌

で
植
物
本
体
も
軟
弱

な
た
め
手
で
容
易
に

引
抜
き
で
き
ま
し
た

が
、
法
面
部
分
は
固

く
手
鍬
を
使
い
ま
し

た
。
③
は
ヒ
ヨ
ド
リ

バ
ナ
他
の
在
来
植
生

と
混
生
し
て
お
り
、

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

一
色
に
置
換
わ
る
前

の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
山
岳
道
路

の
冬
季
閉
鎖
に
間
に
合
わ
ず
持
ち
越
し

と
な
り
ま
し
た
。
森
林
管
理
署
よ
り
国

有
林
分
内
は
外
来
種
防
除
で
も
入
林
届

出
が
必
要
と
指
導
を
受
け
、
①
②
い
ず

れ
も
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
を
手
で
扱
っ
て

み
る
と
、
虫
食
い
が
見
ら
れ
ず
、
棘
も

な
く
、
粘
着
も
な
い
た
め
、
素
手
で
も

さ
ほ
ど
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
る

ほ
ど
防
除
活
動
の
対
象
に
さ
れ
る
ほ
ど

素
人
に
も
取
組
み
や
す
い
植
物
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。
虫
ば
か
り
で
な
く
動
物
も

食
わ
な
い
よ
う
で
、
食
痕
も
見
か
け
ま

せ
ん
。
エ
ゾ
シ
カ
が
食
べ
な
い
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
性
質
を
有
用
資

材
と
し
て
活
か
せ
な
い
か
、
無
い
知
恵

を
絞
る
よ
り
近
郊
に
出
か
け
て
み
ま
し

た
。
旭
山
動
物
園
の
飼
育
係
か
ら
は
「
ヒ

グ
マ
も
食
べ
な
い
」「
自
分
た
ち
の
知
る

範
囲
で
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
を
忌
避
剤

に
な
ど
の
資
材
化
の
相
談
を
受
け
た
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
情
報
を
得
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
扱
っ
て
い
る
鳥
獣

用
忌
避
剤
商
品
は
、
見
た
と
こ
ろ
木
酢

液
な
ど
の
木
質
由
来
の
よ
う
で
す
。

厚
紙
の
よ
う
な
も
の
に
な
ら
な
い
か

や
っ
て
み
ま
し
た
。
植
物
本
体
（
茎
葉
）

を
ハ
サ
ミ
で
細
か
く
裁
断
し
、
す
り
こ
木

で
潰
し
、
水
中
で
漉
き
ま
し
た
が
、
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
１
０
０
％
で
は
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
水

で
漉
く
と
成
分
（
汁
）
が
流
れ
出
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
聞
広
告
誌
で
掲

載
さ
れ
て
い
た
紙
漉
き
工
房
「
エ
ゾ
和

紙
コ
ー
ス
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体

験
し
ま
し
た
。
草
本
を
部
分
的
に
採
用

し
た
和
紙
づ
く
り
の
行
程
は
繊
細
な
も

の
で
、
外
来
植
物
や
刈
草
な
ど
の
廃
棄

物
再
利
用
的
な
発
想
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
が
、
木
質
材
料
の
重
要

性
に
つ
い
て
な
ど
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

妙
案
は
ま
だ
出
ま
せ
ん
が
、今
後
の
活

動
の
中
で
、
忌
避
資
材
化
も
頭
の
隅
に

置
い
て
、
機
会
を
待
ち
た
い
も
の
で
す
。
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継続観察植物群落に入ってきたオオハンゴンソウ

オオハンゴンソウの根張りの横で縮小したと見られる球根

カンバやオオイタドリで大発生中のコガネムシ類

大雪山麓における特定外来生物オオハンゴンソウの分布と防除に関する取り組み
大雪山マルハナバチ市民ネットワーク　美瑛部

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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８月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市中央区、匿名の方は１万円●札幌市東区、藤懸博史さんは３千円、匿名の方は
１万円●札幌市白石区、佐藤研一さんは１万円●釧路市、匿名の方は１万５千円、匿名の方は５千円、匿名の方は３千円●川上郡
弟子屈町、磯貝高士さんは１万円●茨城県水戸市、佐藤紘一さんは1万円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」
の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。
９月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市中央区、匿名の方は５千円●札幌市中央区大通東4、北海道新聞制作局運行セン
ター「募金箱」に集まった３千円●北海道新聞野生生物基金のネイチャーフォーラム2025「募金箱」に集まった6,417円●札幌
市東区、大渕武雄さんは２千円●札幌市南区、安部文子さんは１万円、匿名の方は５千円●札幌市西区、匿名の方は１万7,600円、
匿名の方は５千円●札幌市厚別区、匿名の方は１万円●札幌市手稲区、竹中邦博さんは５千円●旭川市、匿名の方は７千円、匿名
の方は５千円●滝川市、匿名の方は1万4,300円●江別市、匿名の方は１万円●恵庭市、匿名の方は１万円●千歳市千代田町、製菓
会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した●札幌
市中央区、日本動物園水族館協会北海道地区は７月26、27日に札幌豊平区大和ハウスプレミストドームで開催した「環境広場さっ
ぽろ2025」の「北海道産いきもの保全プロジェクト」募金箱に集まった8,021円を寄付した。
10月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市中央区大通東４、道新会札幌八日会は募金に集まった４万7,347円●札幌市中
央区大通東4、北海道マラソン組織委員会は「北海道マラソンの参加料と会場でのチャリティ募金」に集まった170万円●札幌
市北区、匿名の方は２千円●札幌市南区、匿名の方は２万円●旭川市、匿名の方は５千円●釧路市、匿名の方２人はそれぞれ３千
円●江別市、秋山みゆきさんは５千円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いず
れも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。
11月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市中央区、大丸札幌店はレジ袋の収益金10万5,429円●札幌市白石区、シビテッ
クは自社オリジナルカレンダーの売上金１万７千円●札幌市北区、匿名の方は３万円、匿名の方は５千円●札幌市中央区、匿名
の方は５千円、匿名の方は４万円●北海道野生生物写真コンテスト作品展会場の募金箱に集まった１万6,901円●札幌市白石区、
川畑寿美子さんは１万円●函館市、坂野美津子さんは３万円●釧路市、匿名の方は３千円●富良野市、大倉和江さんは１万円●石
狩市、向野文彦さんは１万円●川上郡弟子屈町、磯貝高士さんは１万円●河西郡中札内村、𠮷田眞弓さんは３万円●千歳市千代田町、
製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。
12月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市中央区、匿名の方は２万円、匿名の方は１万円、匿名の方は５千円、匿名の方は
３千円●札幌市南区、小堀煌治さんは５千円●札幌市手稲区、竹中邦博さん、高橋義一さんはそれぞれ５千円、柳内大地さんはナ
キウサギ保護のため２万円●札幌市清田区、上ケ島精一さんは３千円、匿名の方は１万円、金江大次さんは１万円、金江久恵さん、
金江明彦さんはそれぞれ５千円●函館市、山口精次さん、匿名の方はそれぞれ５千円●札幌市北区、吉田正さん、匿名の方はそれ
ぞれ１万円、山田克彦さんは５万円●札幌市豊平区、二本柳貴夫さんは３千円●札幌市豊平区、かわうそ倶楽部は3,333円●北
広島市、匿名の方は３千円●千歳市、後藤孝雄さんは２万５千円●札幌市厚別区、匿名の方は５千円●千葉県、平田正五郎さんは
５千円●旭川市、匿名の方２人はそれぞれ３千円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1
万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。
2026年１月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●伊達市、匿名の方は５千円●大阪市、阪急阪神百貨店阪急うめだ本店は「秋の北海道物
産大会チャリティ缶バッジ作り募金」に集まった14万8,680円●札幌市豊平区、匿名の方は１万円●釧路市、匿名の方は４千円
●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守る
ために寄付した。
２月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市、荒島さんは１万７千円●北広島市、匿名の方は１万円●江別市、水島未記さん
は5,291円●苫小牧市、中西清隆さんは１万円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、
いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。
３月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●北見市、網野美江子さんは５千円●札幌市南区、匿名の方は１万円●札幌市東区、藤懸
博史さんは１万円●札幌市中央区大通東4、北海道新聞社共栄会は50万円●札幌市中央区北１西３、札幌国際プラザ・コンベン
ションビューローは１万4,982円●札幌市中央区北５西２、札幌駅総合開発は募金箱に集まった11万9,763円●札幌市中央区、
日本動物園水族館協会北海道地区は北海道の動物園・水族館内の「北海道産いきもの保全プロジェクト」募金箱に集まった８万
2,453円●石狩市、笹川孝子さんは１万円●釧路市、匿名の方は３千円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」
の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。
４月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●神戸市、畠中愛さんは９千円●札幌市中央区、匿名の方は３千円●札幌市豊平区、かわ
うそ倶楽部は3,333円、匿名の方は１万円●川上郡弟子屈町、磯貝高士さんは１万円●釧路市、水野敏幸さんは１万円●川崎市、
斉藤政彦さんは２万円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の
自然と野生生物を守るために寄付した。
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ご支援ありがとうございます。
　公益財団法人 北海道新聞野生生物基金は、多くの企業や個人のみなさまの温かいご支援に支えられていま
す。定期的に寄付をくださる方、記念日に合わせてご支援くださる方、「ナキウサギやフクロウを守ってほしい」
との思いを託してくださる方、そして年会費を納めてくださるサポート企業のみなさま。また、大丸札幌店さ
まからはオリジナルエコバッグの収益金を、製菓会社「もりもと」さまからは「北海道バターサブレ 北ふく郎」
の売上の一部を継続的にご寄付いただいております。そのひとつひとつのお気持ちが、北海道の豊かな自然と、
そこに息づく生きものたちの未来につながっています。これからも、ともにこの自然を見守り、育んでいけれ
ば幸いです。

2025年５月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市白石区、匿名の方は1万円●札幌市豊平区、我妻陽子さん、匿名の方はそれぞれ
１万円●釧路市、匿名の方は３千円●中標津町、匿名の方は３千円●札幌市西区発寒９の９、環境テクニカルサービスは道新野
生生物基金制作の「花のエコ・イラスト百撰」を使用した協賛金として５万円●神奈川県川崎市、斉藤政彦さんは１万円●千歳市
千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄
付した。
６月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●札幌市厚別区、匿名の方は1万円●札幌市手稲区、柳内風さんはフクロウ保護のため２万円、
匿名の方は３万円●釧路市、今泉俊雄さんは１万円、水野敏幸さんは５千円、匿名の方は３千円●札幌市西区福井1、北海道コンクリー
ト圧送協同組合は２万円●苫小牧市、正木由紀さんは５千円●石狩市、株式会社アバンテは5,291円●ニセコ町、Prabhakaran 
Anushaさんは1万582円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道
の自然と野生生物を守るために寄付した。
７月
●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円●北海道新聞野生生物基金のネイチャーフォーラム会場の募金箱に集まった１万6,854
円●札幌市北区、匿名の方は５千円●旭川市金星町1、国際ソロプチミスト旭川は３万円●旭川市、山本由莉香さんは５千円●遠軽町、
匿名の方は３万円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然
と野生生物を守るために寄付した。

本欄は、2025年5月～2026年4月の間に当基金へご寄付くださった方々のうち、北海道新聞紙上に掲載さ
れた方々を再掲したものです。また、掲載を希望されなかった方々からも多くのご支援をいただいております。

カネカ北海道
札幌市中央区北 2 条西 3 丁目 1-20
札幌フコク生命越山ビル 13 階

運河の宿 おたる ふる川
小樽市色内１丁目２−15

北海道コカ・コーラ
ボトリング
札幌市清田区清田1条1丁目2番1号

新倉屋
小樽市花園１丁目３番１号

ツルハ
札幌市東区北24条東20丁目1番21号

北海道新聞 HotMedia
札幌市中央区大通東４丁目１番地

アイワード
札幌市中央区北 3条東5丁目 5-91

ウヤマエンジニアリング
札幌市北区新川 4 条 17 丁目 1-1

道新アクセス
札幌市中央区大通東 4 丁目1番地

網走信用金庫
網走市南 4 条西1丁目8番地

道新総合印刷
北広島市大曲工業団地 8 丁目 2-1

遠軽信用金庫
紋別郡遠軽町大通南１丁目 1-15

日本ハム
大阪市北区梅田二丁目 4 番 9 号
ブリーゼタワー

太田硝子店
旭川市永山3条5丁目1番2号

セコマ
札幌市中央区南 9 条西 5 丁目 421 番地

道新文化事業社
札幌市中央区大通東４丁目１ 
北海道新聞社ビル６階

エフエム北海道
札幌市中央区北 1 条西 2 丁目 
札幌時計台ビル 14F

道新販売センター
札幌市厚別区青葉町６丁目 1-33

道新サービスセンター
札幌市中央区大通西 18 丁目 1-30
道新西ビル

ニコンシステム
神奈川県横浜市西区みなとみらい3-3-3
横浜コネクトスクエア8 階

山田商会
東京都中央区銀座西 8 丁目 10 番

キヤノン
マーケティングジャパン
東京都港区港南 2-16-6

当基金を支援して下さるサポート企業のみなさま（申込順）
　趣旨にご賛同いただき、継続的にご支援くださるサポート企業のみなさまに心より感謝申し上げます。サポー
ト企業のご登録は随時受け付けております。年会費は1口3万円、口数に上限はございません。北海道の自然や
生きものたちの未来を守る活動に関心をお持ちの企業のみなさまからのお申込みをお待ちしております。（2026
年6月現在、22企業）

公益財団法人北海道新聞野生生物基金　寄付金のご報告



28

公益目的事業（一般会計）

 助成事業 
北海道の自然保護、野生生物保全に尽力する団体・個人の活動を支援している。2026 年度は「一般助成」として 8 団体に計 182 万円、「杉
本とき鳥類保護助成」として3団体に計60 万円を決定した。また、道内の動物園・水族館9園館が展開する「北海道産いきもの保全プロジェ
クト」への寄付分として同プロジェクト事務局に 60 万円を助成し、総額は 302 万円となった。
一般助成 
●釧路市・元永康誠「ロードキル把握のネットワーク構築に向けたシステム作成と運用」20 万円 ●札幌市・盤渓癒しの里山づくり
プロジェクト委員会「自然共生サイト認定への取り組み」30 万円 ●札幌市・北海道自然保護協会「市民ボランティアと行う札幌市
円山公園での外来植物除去活動」25 万円 ●檜山管内厚沢部町・北方ブナ圏自然調査グループ「ブナの森でコウモリ探そ！」20 万円 
●札幌市・NPO 法人 EnVision 環境保全事務所「雨竜沼湿原の花をエゾシカから守る市民保全活動」27 万円▽札幌市・手稲さと川
探検隊「自然体験× IT：北海道スマート昆虫キッズ育成事業」20 万円 ●小樽市・自然教育促進会「ヒグマとともに～環境出前教室～」
20 万円 ●札幌市・小グマフォーラム実行委員会「『ネイチャーポジティブな地域づくり』と市民による『小さなヒグマ対策』」20 万円
杉本とき鳥類保護助成
●留萌管内天塩町・河瀬克英「野生傷病鳥獣保護リハビリ事業」18 万円 ●札幌市・NPO 法人札幌カラス研究会「身近な野鳥である
カラスとの共存・カラス対応マニュアル～北海道版 2027 改訂～」17 万円 ●宗谷管内利尻町・利尻島ウミネココロニーについて考
える会「利尻島における外来哺乳類の根絶と道北カモメ類繁殖地保全プロジェクト」25 万円
 普及啓発事業 
シンポジウム・フォーラム
2025 年度は「カムイの生命と大地」「寒さが守るこの星の生命～天売島から始まった世界“海”紀行～」の２回を開催し、参加者から高
い評価を得た。講師による現場の知見や映像紹介は、北海道の自然と野生生物の魅力を再認識する機会となり、参加者から寄付が寄せ
られるなど、啓発効果もみられた。2026 年度も地域の自然・生態系・研究活動をテーマとし、DO-BOX EAST を中心に開催を継続する。
開演前にはスライド映像で基金の活動紹介を行い、認知度向上を図る。引き続き魅力ある内容を企画していく。
 自然体験活動事業 
自然・環境出前講座
2025 年度は天売島「子ども海鳥塾」、由仁町高齢者大学「アカデメイア・ユニ」で講座を実施し、タンチョウや海鳥等の希少種の生態
理解を深め、人と野生の共生意識を高めた。2026 年度も継続実施を目指す。
環境エクスカーション
2025 年度は札幌市南区で「ヒグマスタディーツアー」を開催し、参加者がフィールド観察を通じて野生動物との適切な距離の取り方
を学ぶ機会とした。道内各地で野生動物と人との関係が課題となる中、こうした体験学習の社会的意義は大きい。2026 年度も開催を
検討する。
モーリーの森づくり
2006 年度から当別町「道民の森」、2012 年度からは栗山町で植樹・種採取・苗づくり等を実施してきた。栗山町の協力により借用期
限が延長され、2025 年度は保育作業を進めた。必要に応じ、2026 年度も作業を継続する。
 コンテスト事業 
写真コンテスト
第 31 回は応募者・応募点数ともに前年を上回り、内容・水準ともに充実した回となった。新設した U30（30 歳以下）部門では10 歳の
小学生が受賞するなど、若い世代への広がりもみられた。2026 年度も引き続き PR 活動に力を入れ、カメラ量販店でのチラシ配布や道
内の高校・大学への案内などを行う。9月の審査会で入賞・入選作を選考し、北海道新聞紙上、基金ホームページ、モーリー通信などで紹
介する。また、秋には富士フイルムフォトサロン札幌で写真展を開催する。※写真コンテストは毎年８月上旬から 20 日ごろ募集します。
夏休み自然観察記録コンクール
北海道自然保護協会との共催で、道内小学校に呼びかけて作品を募集する。10 月の審査会後、入賞・佳作を北海道新聞紙上で発表し、
優秀作品は道新こども新聞「まなぶん」や「まなぶんデジタル」、基金ホームページ、モーリー通信でも紹介する。
 出版事業 
自然情報誌「モーリー通信」の発行
年１回（6 ～ 7 月）発行。2025 年度発行の第４号では「自然系博物館と学芸員の活動」を特集した。全国の博物館・図書館・教育機
関等に配布し、広く周知を図った。2026 年度は第５号として「北海道の湿原」を特集し、北海道の自然を多角的に伝える予定である。
引き続き道内のネイチャーセンターや図書館、博物館を中心に配布するとともに、銀行や動物病院など新たな配布先も増やし、より広
い層への認知向上と基金への支援の輪を広げていく。

収益事業（特別会計）
北海道の雄大な自然の中で生きる野生生物を被写体とした「北海道野生生物写真コンテスト」の応募作品の中から厳選して３種類のカ
レンダーを制作している。2027 年版カレンダーは、動物部門から吊り下げ型（1,700 円）と中綴じ型（1,400 円）、植物部門から卓
上型（1,200 円）の３種類を制作する。収益は公益目的の助成事業など、基金の活動に活かしている。

公益財団法人北海道新聞野生生物基金　2026年度事業計画（一部抜粋）
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北
海
道
新
聞
社
・
北
海
道
新
聞
野
生
生
物

基
金
・
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
共
催
で
、

北
海
道
教
育
委
員
会
・
札
幌
市
教
育
委
員
会

の
後
援
を
得
て
、「
第
32
回
夏
休
み
自
然
観

察
記
録
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　

入
賞
作
品
の
公
開
展
示
は
下
記
の
日
時
・

場
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
10
月
28
日
（
火
）
～
11
月
3

日（
月
）
札
幌
市
資
料
館
2
階
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー

２
０
２
６
年
1
月
5
日（
月
）～
11
日（
日
）

札
幌
市
環
境
プ
ラ
ザ
展
示
コ
ー
ナ
ー

〈
応
募
状
況
〉

募
集
テ
ー
マ

身
の
ま
わ
り
の
自
然
を
よ
く

見
て
作
文
や
絵
に
く
わ
し
く
か
い
て
み
よ
う

◎
応
募
数

作
品
数
47
点
（
学
校
数
25
校
）

1
年
（
5
）
2
年
（
23
）
3
年
（
6
）

4
年
（
4
）
5
年
（
5
）
6
年
（
3
）

5
・
6
年
共
同
作
品
（
１
）

◎
審
査
日

２
０
２
５
年
10
月
2
日
（
木
）

◎
審
査

北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
、
北

海
道
自
然
保
護
協
会

〈
受
賞
者
・
受
賞
作
品
〉

◎
金
賞

1
点　
　
　
　
　

矢
田
郷
心
晴
（
千
歳
市
立
末
広
小
学
校
3
年
）

「
千
歳
で
見
つ
け
た
チ
ョ
ウ
～
２
０
２
５
夏

～
」

◎
銀
賞

2
点

前
田
明
緒
依
（
白
老
町
立
白
老
小
学
校
2
年
）

「
夏
休
み
に
見
つ
け
た
生
き
も
の
た
ち
」  

中

耕
生
（
苫
小
牧
市
立
拓
勇
小
学
校
3
年
）

第
32
回
夏
休
み
自
然
観
察
記
録
コ
ン
ク
ー
ル

「
解
鯖
新
書
」　　
　
　
　
　

◎
銅
賞

5
点

小
野
愛
菜
（
苫
小
牧
市
立
豊
川
小
学
校
2
年
）

「
２
０
２
５
あ
い
な
が
つ
か
ま
え
た
生
き
も

の
」

横
野
結
人（
札
幌
市
立
平
岡
公
園
小
学
校
2
年
）

「
カ
ナ
ヘ
ビ
を
見
つ
け
た
よ
」

和
田
結
子（
岩
見
沢
市
立
日
の
出
小
学
校
3
年
）

「
ゆ
う
こ
の
国
の
ア
リ
の
す
ハ
ウ
ス
２
０
２
５

夏
～
女
王
ア
リ
に
会
い
た
い
～
」

工
藤
創
太
（
札
幌
市
立
富
丘
小
学
校
3
年
）

「
た
ま
ご
か
ら
そ
だ
て
た
キ
ア
ゲ
ハ
の
成
長

記
ろ
く
」

湯
浅
創
太
（
札
幌
市
立
稲
積
小
学
校
5
年
）

「
稲
積
公
園
野
鳥
観
察
記
録
」

◎
佳
作

12
点　
　

晒
谷
啓
生
（
札
幌
市
立
資
生
館
小
学
校
1
年
）

「
ち
ょ
う
の
カ
ン
サ
ツ
き
ろ
く
」

齊
藤
若
葉
（
稚
内
市
立
稚
内
南
小
学
校
2
年
）

「
見
た
こ
と
な
い
ク
ワ
ガ
タ
」

高
橋
芽
里
（
恵
庭
市
立
松
恵
小
学
校
2
年
）

「
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
か
ん
さ
つ
」

藤
山
結
菜
（
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
2
年
）

「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
」

宮
城
宏
野
（
札
幌
市
立
円
山
小
学
校
3
年
）

「
ダ
ン
ゴ
ム
シ

夏
休
み
観
察
日
記
」

高
橋
勇
人
（
江
別
市
立
文
京
台
小
学
校
3
年
）

「
と
ん
ぼ
に
耳
は
あ
る
の
か
？
！
」

城
舞
羽
波

（
北
海
道
教
育
大
学
付
属
旭
川
小
学
校
4
年
）

「
嵐
山
の
葉
っ
ぱ
と
葉
み
ゃ
く
ひ
ょ
う
本
」  

阿
部
清
花
（
千
歳
市
立
み
ど
り
台
小
学
校
4
年
）

「
う
ち
の
か
な
へ
び
か
な
ち
ゃ
ん
」

坂
本
雅
人
（
千
歳
市
立
み
ど
り
台
小
学
校
5
年
）

「
僕
の
雑
草

大
研
究
」

大
江
陽
向
（
札
幌
市
立
豊
園
小
学
校
5
年
）

「
こ
の
木
な
ん
の
木
気
に
な
る
木
」

縄
乃
々
香
（
札
幌
市
立
資
生
館
小
学
校
6
年
）

「
色
の
わ
か
れ
た
ア
ジ
サ
イ
の
観
察
ス
ケ
ッ
チ
」

吉
田
美
里
、
吉
田
大

（
網
走
市
立
網
走
小
学
校
6
年
・
5
年
共
同
作
品
）

「
夏
休
み
に
観
察
し
た
こ
と
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
）」

◎
特
別
賞

1
点

長
内
智
幸
（
札
幌
市
立
北
陽
小
学
校
6
年
）

「
円
山
公
園
野
鳥
図
鑑
」

◎
学
校
賞

該
当
な
し

〈
金
・
銀
・
銅
受
賞
作
品
の
講
評
〉

審
査
委
員
長

横
山
武
彦

【
金
賞
】

「
千
歳
で
見
つ
け
た
チ
ョ
ウ
〜
２
０
２
５
夏
〜
」

矢
田
郷
心
晴
さ
ん
は
、
6
月
に
昆
虫
館
で

標
本
づ
く
り
を
体
験
し
た
こ
と
か
ら
、
身
近

に
は
ど
ん
な
チ
ョ
ウ
が
見
ら
れ
る
か
、
そ
れ

ま
で
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
チ
ョ
ウ
を
採
集

し
、
標
本
に
し
て
よ
く
観
察
し
、
図
鑑
で
調

べ
る
な
ど
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
ポ
ス
タ
ー

作
品
に
し
ま
し
た
。
調
べ
る
な
か
で
、
チ
ョ

ウ
の
種
類
だ
け
で
な
く
、
同
じ
種
類
で
オ
ス

と
メ
ス
で
も
季
節
に
よ
り
大
き
さ
や
模
様
な

ど
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し

た
。
作
品
に
は
千
歳
市
郊
外
の
森
や
畑
の
多

い
林
道
の
わ
き
で
採
集
し
た
ス
ギ
タ
ニ
ル
リ

シ
ジ
ミ
な
ど
9
種
類
と
学
校
や
道
ば
た
の
草

む
ら
・
住
宅
街
の
間
の
防
風
林
で
採
集
し
た

ベ
ニ
シ
ジ
ミ
な
ど
12
種
類
の
計
21
種
類
に
つ

い
て
、
ス
ケ
ッ
チ
と
採
集
・
観
察
し
て
気
づ

い
た
こ
と
、
そ
の
特
徴
な
ど
を
簡
潔
に
載
せ

ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
は
丁
寧
で
正
確
、
き
れ

い
で
、
大
き
さ
や
模
様
の
形
や
色
の
濃
さ
の

違
い
も
チ
ョ
ウ
の
種
類
や
オ
ス
・
メ
ス
が
分

か
っ
た
特
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

金賞作品「千歳で見つけたチョウ～2025 夏～」

夏休み自然観察記録コンクール
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【
銀
賞
】

「
夏
休
み
に
見
つ
け
た
生
き
も
の
た
ち
」

生
き
物
が
大
好
き
な
前
田
明
緒
依
さ
ん

は
、
夏
休
み
に
家
の
周
り
や
旅
行
先
で
見
つ

け
た
生
き
物
42
種
類
の
う
ち
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ

ウ
・
オ
オ
カ
マ
キ
リ
・
ア
マ
ガ
エ
ル
・
ト
ノ

サ
マ
ガ
エ
ル
・
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
家

に
持
ち
帰
り
飼
育
し
、
図
鑑
で
調
べ
な
が
ら

観
察
し
ま
し
た
。
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
は
幼
虫
や

さ
な
ぎ
の
形
や
色
が
天
敵
か
ら
身
を
守
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
体
の
色
が
周
り
の
色
に

近
い
も
の
に
な
る
な
ど
が
確
認
で
き
、
羽
化

す
る
ま
で
観
察
が
で
き
ま
し
た
。
カ
エ
ル
も
、

体
の
色
が
周
り
に
似
た
色
に
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
観
察
で
き
ま
し
た
。
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
は
水
中
で
は
エ
ラ
が
あ
り
、
な
く
な

る
と
陸
上
生
活
の
成
体
に
な
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
や
説
明
文
か
ら
は
生

き
物
が
大
好
き
な
様
子
が
に
じ
み
出
る
よ
う

な
作
品
で
し
た
。

【
銀
賞
】「
解
鯖
新
書
」

中
耕
生
さ
ん
は
、
苫
小
牧
港
で
た
く
さ
ん

釣
れ
た
お
気
に
入
り
の
魚
、
サ
バ
の
外
形
を

観
察
し
、
内
部
は
解
剖
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部

分
や
器
官
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
上
で
、
そ
の
働

き
ま
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
は
正

確
で
彩
色
も
美
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
外

形
は
流
線
形
で
、
背
び
れ
や
尾
び
れ
な
ど
の

形
が
速
く
泳
ぐ
働
き
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も

同
じ
仲
間
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
と
は
違
う
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。
背
中
の
し
ま
模
様
や
腹
側

の
色
は
鳥
や
大
き
な
魚
な
ど
に
食
べ
ら
れ
な

い
よ
う
に
進
化
し
た
と
考
え
ま
し
た
。
口
に

は
金
ヤ
ス
リ
の
よ
う
な
細
か
い
歯
が
あ
り
、

胃
の
中
に
は
形
が
わ
か
る
小
魚
や
オ
キ
ア
ミ

が
あ
っ
た
の
で
歯
は
丸
ご
と
飲
み
込
ん
だ
餌

を
逃
さ
な
い
働
き
を
し
て
い
る
と
し
ま
し
た
。

他
に
エ
ラ
や
心
臓
、
眼
球
、
背
骨
、
筋
肉
の

つ
く
り
も
調
べ
、
そ
の
働
き
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
ま
す
。
サ
バ
の
体
を
解
体
し
、丁
寧
に
、

詳
し
く
調
べ
、
ま
と
め
た
解
鯖
新
書
で
し
た
。

【
銅
賞
】「
２
０
２
５
あ
い
な
が
つ
か
ま
え
た

生
き
も
の
」

小
野
愛
菜
さ
ん
が
捕
ま
え
て
調
べ
た
生

き
も
の
は
10
種
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
姿
や
形
、
飼
育
中
に
観
察
で
き
た
動
き

な
ど
気
づ
い
た
特
徴
を
ス
ケ
ッ
チ
と
説
明

文
で
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
ま
し
た
。
小
樽

港
で
釣
っ
た
魚
3
種
に
は
眼
や
ひ
れ
の
形
、

釣
っ
た
と
き
の
引
き
の
強
さ
、
キ
ャ
ン
プ
場

で
捕
ま
え
た
ク
ワ
ガ
タ
は
オ
ス
と
メ
ス
の

体
や
大
顎
の
大
き
さ
や
形
の
違
い
、
公
園
で

捕
ま
え
た
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫

に
つ
い
て
も
、
観
察
し
て
気
づ
い
た
特
徴
を

し
っ
か
り
と
描
い
て
い
ま
す
。
興
味
を
持
っ

て
観
察
す
る
な
か
で
、
新
し
い
こ
と
を
発
見

し
て
い
く
様
子
が
作
品
か
ら
見
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

「
カ
ナ
ヘ
ビ
を
見
つ
け
た
よ
」

横
野
結
人
さ
ん
は
大
好
き
な
カ
ナ
ヘ
ビ

を
見
つ
け
、
飼
育
し
な
が
ら
観
察
し
ま
し

た
。
彩
色
さ
れ
た
カ
ナ
ヘ
ビ
の
ス
ケ
ッ
チ
が

丁
寧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ヘ
ビ
が
晴

れ
た
日
に
は
日
向
ぼ
っ
こ
し
て
い
る
こ
と

銀賞作品「夏休みに見つけた生きものたち」

銀賞作品「解鯖新書」

銅賞作品「2025 あいながつかまえた生きもの」

銅賞作品「カナヘビを見つけたよ」
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ヒグマが手前の雪渓を悠々と歩いてゆく
遠景は左から十勝幌尻岳、札内岳、エサオマントッタベツ岳
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この山脈に刻まれた
エピソードと様々なドラマが、
ぎゅっと詰まった 1冊。

地球のエネルギーが生み出した
珍しい地質と地形、

そして貴重な自然や生態系。
この不思議な山々は国内 35番目で
最大規模の国立公園になった。

The Backbone of Hokkaido
日高山脈は、北海道の脊

せき

梁
りょう

＝背
せ

骨
ぼね

だ。全国の書店にて
好評発売中

The Hidaka Mountains
日高山脈襟裳十勝国立公園誕生記念出版 A4 判変形オールカラー 192 頁

定価：2,700 円＋税

や
、
小
さ
い
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
生
き
た
虫
を
餌

と
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
カ
ナ

ヘ
ビ
は
尻
尾
が
切
れ
や
す
い
こ
と
や
メ
ス

の
お
な
か
に
は
卵
が
あ
る
の
で
そ
っ
と
扱

う
こ
と
、
長
生
き
の
た
め
に
は
日
陰
に
な
る

葉
を
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
育
て
た
い
と
結
ん
で

い
ま
す
。

「
ゆ
う
こ
の
国
の
ア
リ
の
す
ハ
ウ
ス
２
０
２
５

夏
〜
女
王
ア
リ
に
会
い
た
い
〜
」

和
田
結
子
さ
ん
は
、
ア
リ
が
ど
ん
な
ふ
う

に
働
き
、
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
知
り
た

く
て
、
ア
リ
の
巣
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る

か
観
察
し
ま
し
た
。
透
明
な
容
器
に
土
を
入

れ
、
湿
ら
せ
て
か
ら
、
公
園
で
捕
ま
え
た
ア

リ
を
入
れ
、
家
の
外
で
観
察
し
ま
し
た
。
ア

リ
が
砂
粒
を
く
わ
え
て
運
び
出
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
3
日
後
に
大
雨

で
ア
リ
の
巣
は
全
滅
。
改
め
て
ア
リ
を
捕
ま

え
家
の
中
で
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
巣
穴
の

入
り
口
で
見
守
っ
て
い
る
1
匹
の
ア
リ
。
砂

粒
を
一
つ
ず
つ
運
び
、
途
中
で
別
の
ア
リ

に
渡
し
て
い
る
ア
リ
。
会
話
を
し
て
い
る

よ
う
な
ア
リ
も
見
ら
れ
、
ア
リ
の
巣
作
り

で
も
役
割
分
担
を
し
て
い
る
の
で
は
と
考

え
ま
し
た
。
作
品
は
観
察
の
経
過
を
ス
ケ
ッ

チ
し
、
考
察
も
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

「
た
ま
ご
か
ら
そ
だ
て
た
キ
ア
ゲ
ハ
の
成
長

記
ろ
く
」

工
藤
創
太
さ
ん
は
図
鑑
な
ど
で
、
キ
ア
ゲ

ハ
は
ニ
ン
ジ
ン
が
好
き
だ
と
知
り
、
庭
に
ニ

ン
ジ
ン
の
種
を
ま
き
、
キ
ア
ゲ
ハ
に
来
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
キ
ア
ゲ
ハ
が
ニ
ン

ジ
ン
の
葉
に
卵
を
産
み
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
、

孵
化
や
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
終
齢
幼
虫
か
ら

さ
な
ぎ
に
な
り
、
羽
化
し
て
成
虫
に
な
っ
た

キ
ア
ゲ
ハ
が
飛
び
立
つ
ま
で
の
観
察
記
録
を

ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
ま
し
た
。
成
長
段
階
の

各
場
面
の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
卵
や
幼
虫
の
大
き

さ
や
色
と
模
様
、
さ
な
ぎ
の
形
や
色
の
変
化

な
ど
に
つ
い
て
の
わ
か
り
や
す
い
描
写
や
説

明
も
あ
り
、
愛
情
深
く
育
て
、
し
っ
か
り
と

観
察
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

「
稲
積
公
園
野
鳥
観
察
記
録
」

湯
浅
創
太
さ
ん
は
近
く
の
公
園
で
行
っ

た
5
年
間
の
観
察
で
確
認
し
た
91
種
類
に

の
ぼ
る
野
鳥
の
う
ち
、
夏
休
み
に
観
察
し

た
16
種
類
の
野
鳥
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
大
き
さ
や
羽
の
色
や
模
様
、
姿
や

形
、
鳴
き
声
を
ス
ケ
ッ
チ
と
解
説
文
で
ま
と

め
、
ど
こ
で
観
察
で
き
た
か
は
公
園
の
全
体

図
に
示
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
特
徴
的
な
動
き

を
し
て
い
た
か
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く
描

か
れ
て
い
ま
す
。
猛
禽

類
が
6
種
、
カ
サ
サ
ギ

の
幼
鳥
の
群
れ
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

札
幌
に
は
珍
し
い
野
鳥

も
い
て
、
近
く
の
公
園

で
観
察
で
き
る
こ
と
が

わ
か
り
、
こ
れ
か
ら
も

観
察
を
続
け
て
い
き
た

い
と
結
ん
で
い
ま
す
。

銅賞作品「ゆうこの国のアリのすハウス 2025
夏～女王アリに会いたい～」

銅賞作品「たまごからそだてたキアゲハの成長
記ろく」

銅賞作品「稲積公園野鳥観察記録」

※夏休み自然観察記録コンクールは毎年８月上旬ごろから９月下旬まで募集します。詳細は北海道自然保護協会 HP で。
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北海道の湿原
野生生物たちの楽園

特集

国内で初めてラムサール条約に登録された釧路湿原をはじめ、
北海道には多くの湿原や湿地帯があります。

中継地や越冬地としての利用や繁殖や子育てなど
多くの生き物たちにとって最適で豊かな生態系を維持しています。

泥炭湿地の微生物による浄化作用や炭素吸収など、
人間社会にも恵みをもたらしている湿原ですが、

いま開発や地球温暖化によるエリアの減少が危ぶまれています。

写真 1 北海道の代表的な低地の湿原の景観
（上）道東霧多布湿原。ワタスゲの優占するボッグ
（右下）道東釧路湿原。スゲ類の優占するフェン、（左下）道北サロベツ湿原。イボミズゴケの優占するボッグ

霧多布湿原

風連川湿原

雨竜沼湿原

釧路湿原

サロベツ湿原

霧多布湿原

風連川湿原

雨竜沼湿原

歌才湿原
釧路湿原

サロベツ湿原
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北
海
道
に
は
、
日
本
の
中
で
も
と
り
わ
け
多
様
で
個
性
的

な
景
観
を
持
っ
た
湿
原
が
広
が
っ
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。
道

東
の
釧
路
湿
原
、
霧
多
布
湿
原
、
そ
し
て
道
北
の
サ
ロ
ベ
ツ

湿
原
を
は
じ
め
、
湿
原
は
一
見
ど
こ
も
似
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
実
は
地
域
ご
と
に
ま
っ
た
く
異
な
る
表
情
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、
北

海
道
な
ら
で
は
の
気
候
─
─
冬
の
雪
と
、
夏
の
霧
で
す
。

北
海
道
の
湿
原
は
「
泥
炭
地
湿
原
」

北
海
道
の
湿
原
の
多
く
は
、
植
物
の
遺
体
が
分
解
さ
れ
ず

に
積
み
重
な
っ
て
で
き
た
「
泥で

い
た
ん炭

」
が
厚
く
堆
積
し
た
泥
炭

地
湿
原
で
す
（
図
１
）。
寒
さ
と
過
湿
と
い
う
条
件
が
そ
ろ
う

こ
と
で
、
植
物
が
腐
ら
ず
に
蓄
積
し
、
何
千
年
も
か
け
て
湿

原
が
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
泥
炭
は
1
年
に
わ
ず
か
1

㎜
ほ
ど
し
か
増
え
ま
せ
ん
。
1
ｍ
積
も
る
に
は
１
、０
０
０

年
も
か
か
り
ま
す
。
北
海
道
の
湿
原
は
、
ま
さ
に
〝
時
間
が

つ
く
っ
た
大
地
〟
と
い
え
ま
す
。

泥
炭
地
の
湿
原
を
形
づ
く
る
二
つ
の
タ
イ
プ
─
─
フ
ェ
ン
と

ボ
ッ
グ

北
海
道
の
湿
原
を
理
解
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、

フ
ェ
ン
（
f
e
n
）
と
ボ
ッ
ク
（
b
o
g
）
と
い
う
二
つ
の

タ
イ
プ
で
す
。

フ
ェ
ン
：
地
下
水
や
周
囲
の
水
の
影
響
を
受
け
、
ス
ゲ
類
や

ヨ
シ
が
生
え
る
富
栄
養
で
弱
酸
性
な
水
質
の
湿
原

ボ
ッ
ク
：
雨
水
だ
け
で
維
持
さ
れ
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
が
優
占
す

る
貧
栄
養
で
強
酸
性
の
水
質
の
湿
原

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
泥
炭
が
積
み
重
な
り
、
周
囲
の
水

が
届
き
に
く
く
な
る
た
め
、
湿
原
は
フ
ェ
ン
か
ら
ボ
ッ
グ
へ

と
、〝
植
物
が
育
ち
に
く
い
環
境
〟
へ
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

北海道の湿原野生生物たちの楽園
特集

多
様
で
個
性
的
な
景
観
を
持
つ
北
海
道
の
湿
原

雪
と
霧
が
つ
く
る
、

世
界
で
も
特
別
な
自
然

図 1　泥炭地湿原の発達に伴うフェンからボッグへの変化
① 川の流れが変わり急に土地が湿る。
② 湿潤な状態で酸素が不足し、植物遺体が分解しないので泥炭として堆積し、遺体の分解によるミネラルや養分の供給がなくなる。
③ 湿原表面はどんどん隆起する（1000 年で１ｍ )。隆起すると表層地下水や河川水などの地表水に含まれるミネラルや養分の供給
　 がなくなり、ミネラルや養分の乏しい雨水だけとなる。このため貧栄養化し酸性化する。
④ 酸性化はミネラル（Ca2+ や Mg2+）の濃度が低下し、アルカリ度が低下することによって起こる。

やべ　かずお　日本湿地学会会長。一般社
団法人ほろむい七草の会代表理事。石狩川
河口湿地調査隊代表。美々川自然再生アク
ションプログラム WG 座長。気候との関係で
湿原植生の成立機構を研究するとともに、湿
地保全、自然再生、ビオトープ創出の研究・
実践に取り組みながら、多機関連携による保
全活動と地域への普及啓発を進めている。

文・写真●矢部 和夫（札幌市立大学名誉教授）
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湿
原
の
分
類
に
は
、
水
の
供
給
源
に
基
づ
く
「
低
層
湿
原
」

と
「
高
層
湿
原
」
と
い
う
水
文
学
的
分
類
も
あ
り
、
フ
ェ

ン
と
ボ
ッ
グ
に
お
お
よ
そ
対
応
し
て
い
ま
す
。〝
低
い
・
高

い
〟
は
周
り
の
水
面
に
対
す
る
湿
原
表
面
の
位
置
で
、
低

層
湿
原
は
水
面
付
近
に
湿
原
表
面
が
あ
り
、
高
層
湿
原
の

表
面
は
周
り
の
水
面
よ
り
ず
っ
と
上
に
あ
り
ま
す
。

気
を
付
け
た
い
の
は
フ
ェ
ン
と
ボ
ッ
グ
は
植
生
名
で
あ

る
の
に
対
し
て
低
層
湿
原
と
高
層
湿
原
は
生
態
系
を
指
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
低
層
湿
原
な
の
に
ミ
ズ
ゴ
ケ

類
が
多
い
湿
原
が
あ
っ
た
り
し
て
両
者
は
一
致
し
な
い
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
「
低
層
湿
原
」
が
ヨ
シ

原
な
ど
沼
沢
地
（
水
生
植
物
群
落
）
に
誤
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

し
、
国
際
的
に
は
フ
ェ
ン
・
ボ
ッ
グ
で
議
論
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
層
湿
原
・
低
層
湿
原
を
植
生
名
と

し
て
使
う
の
は
不
適
切
で
す
。

か
つ
て
私
は
フ
ェ
ン
を
ス
ゲ
湿
原
、
ボ
ッ
グ
を
ミ
ズ
ゴ
ケ

湿
原
と
呼
び
ま
し
た
。
そ
の
後
国
際
的
な
議
論
を
考
慮
し
て

英
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
し
ま
し
た
（
矢
部
１
９
９
３
）。
し
か

し
、
そ
の
後
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
、
雨
竜
沼
湿
原
、
釧
路
湿
原

な
ど
の
観
光
案
内
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
展
示
で
提
案
し

た
ス
ゲ
湿
原
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
を
使
う
事
例
が
多
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
フ
ェ
ン
と
ボ
ッ
グ
は
日
本
語
に
訳
す
る
の

が
難
し
い
用
語
で
す
。
ス
ゲ
湿
原
と
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
は
植
生

の
姿
を
表
し
て
い
る
用
語
な
の
で
積
極
的
に
使
っ
て
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
湿
原
が
地
域
で
違
う
理
由
─
─
雪
と
霧

湿
原
の
表
面
に
は
、
お
互
い
に
密
に
く
っ
つ
い
た
ミ
ズ
ゴ

ケ
類
の
茎
が
つ
く
る
「
ハ
ン
モ
ッ
ク
（
小
丘
）」
が
多
数
見
ら

れ
ま
す
。
ハ
ン
モ
ッ
ク
は
ブ
ル
テ
（
小
凸
地
）
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
は
根
を
持
た
ず
、
茎
の
下
に
垂
れ
た
「
下

垂
枝
」
に
水
を
吸
い
上
げ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

毛
細
管
現
象
で
吸
い
上
げ
ら
れ
る
水
に
は
限
界
が
あ
り
、
ハ

ン
モ
ッ
ク
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
と
乾
燥
し
て
成
長
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
高
さ
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
日
本

海
側
で
は
高
さ
20
㎝
程
度
の
低
い
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
多
い
の
に

対
し
、
太
平
洋
側
東
部
で
は
60
㎝
に
も
達
す
る
大
き
な
隆
起

ハ
ン
モ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
ま
す
（
写
真
２
、
図
２
）。

こ
の
違
い
を
生
む
最
大
の
要
因
は
、
夏
の
乾
燥
で
す
。
日

本
海
側
は
よ
く
晴
れ
て
霧
が
発
生
せ
ず
に
夏
に
乾
燥
し
や
す

い
た
め
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
は
地
下
水
面
か
ら
大
き
く
離
れ
て
成

長
で
き
ま
せ
ん
（
矢
部
２
０
１
９
）。
一
方
、
太
平
洋
側
東
部
で

は
濃
霧
に
よ
っ
て
乾
燥
が
抑
え
ら
れ
、
水
面
か
ら
大
き
く
離

れ
た
高
さ
ま
で
成
長
で
き
ま
す
。
後
述
の
よ
う
に
ミ
ズ
ゴ
ケ

類
の
生
産
量
は
雪
圧
の
た
め
に
日
本
海
側
の
方
が
多
い
で
す
。

冬
の
「
雪
圧
」
も
重
要
で
す
。
日
本
海
側
の
多
雪
地
帯

で
は
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
雪
の
重
み
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
春

に
は
地
下
水
に
近
い
位
置
か
ら
再
び
成
長
を
始
め
ま
す
。

こ
の
〝
リ
セ
ッ
ト
効
果
〟
に
よ
っ
て
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
は
毎

年
再
成
長
を
繰
り
返
す
た
め
、
生
産
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

日
本
海
側
の
湿
原
で
は
多
雪
で
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の
成
長
量
が

促
進
さ
れ
る
た
め
太
平
洋
岸
の
湿
原
よ
り
ボ
ッ
グ
が
発
達

し
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

写真 2　ハンモックの点在する道東の風連川湿原の景観

チャミズゴケのハンモック



35

一
方
、
積
雪
の
少
な
い
太
平
洋
側
の
地
域
で
は
雪
圧
に
よ

る
リ
セ
ッ
ト
が
起
こ
ら
ず
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
は
乾
燥
ス
ト
レ
ス

を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の
生
産

量
が
少
な
く
、
ボ
ッ
グ
へ
向
か
う
遷
移
が
進
み
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

●
日
本
海
側
（
サ
ロ
ベ
ツ
な
ど
）

・
夏
晴
れ
て
乾
燥
す
る
た
め
ハ
ン
モ
ッ
ク
は
低
い
。

・
冬
の
積
雪
が
多
い
た
め
、
雪
の
重
み
（
雪
圧
）
で
ミ
ズ
ゴ
ケ

類
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
押
し
下
げ
ら
れ
、
毎
年
〝
成
長
が
リ

セ
ッ
ト
〟
さ
れ
る

・
そ
の
た
め
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の
生
産
量
は
多
い
が
、
ハ
ン
モ
ッ

ク
は
平
た
い

●
太
平
洋
側
（
釧
路
・
霧
多
布
な
ど
）

・
夏
に
濃
霧
が
発
生
し
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の
乾
燥
が
抑
え
ら
れ

る
た
め
ハ
ン
モ
ッ
ク
は
高
く
な
る
。

・
冬
の
積
雪
が
少
な
い
た
め
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
高
く
育
つ
が
、

生
産
量
は
少
な
い
。

つ
ま
り
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
高
さ
を
決
め
る
の
は
〝
霧
〟、

ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の
生
産
量
を
左
右
す
る
の
は
〝
雪
〟
と
い
う
、

北
海
道
な
ら
で
は
の
仕
組
み
が
あ
る
の
で
す
。

日
本
の
湿
原
は
世
界
で
も
特
別

湿
原
研
究
が
進
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
石
灰
岩
地
質
が

豊
富
に
あ
り
、
地
下
水
や
周
囲
か
ら
流
入
す
る
地
表
水
の
水

質
の
影
響
を
受
け
る
フ
ェ
ン
の
泥
炭
水
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
の
濃
度
が
特
に
高
い
で
す
。
し
か
し
、
日
本
は

火
山
性
地
質
の
た
め
、
泥
炭
水
中
に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
が
少
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ェ
ン
の
分
類
に
当
て

は
ま
ら
な
い
日
本
独
自
の
湿
原
タ
イ
プ
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
湿
原
の
国
際
的
な
位
置
づ
け
は
、
も
う
少
し
で
整
理

で
き
る
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

失
わ
れ
れ
ば
二
度
と
戻
ら
な
い

湿
原
は
非
常
に
脆
い
生
態
系
で
す
。

水
の
流
れ
が
少
し
変
わ
る
だ
け
で
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
が
枯
れ

た
り
、
植
物
が
消
え
た
り
し
ま
す
。
森
林
の
よ
う
に
〝
切
っ

て
も
ま
た
生
え
る
〟
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
北
海
道
の
湿
原
を
守
る
に
は
、
知
る
こ
と
→
理

解
す
る
こ
と
→
賢
く
利
用
す
る
こ
と
（
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
）
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
観
光
と
保
全
を
両
立
さ
せ
、
地
域
の
自
然
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

北
海
道
の
湿
原
は
、
雪
と
霧
が
つ
く
り
出
す
、
世
界
で
も

特
別
な
自
然
で
す
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の
小
さ
な
ハ
ン
モ
ッ
ク
か
ら
、
地
下
水
の
性

質
、
地
域
ご
と
の
気
候
差
ま
で
─
─
そ
の
成
り
立
ち
は
驚
く

ほ
ど
複
雑
で
、
奥
深
い
も
の
で
す
。

何
千
年
と
い
う
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
た
こ
の
自
然
を
、

私
た
ち
の
世
代
で
失
わ
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
、
そ
の
魅
力
と

仕
組
み
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

【
引
用
文
献
】

矢
部
和
夫
（
1
9
9
3
）
北
海
道
の
湿
原
．（
東
正
剛
・
阿
部
永
・
辻
井

達
一
編
）
生
態
学
か
ら
み
た
北
海
道
，40
―
52
．
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
，

札
幌

矢
部
和
夫
（
2
0
1
9
）
北
海
道
に
広
が
る
泥
炭
地
湿
原
の
地
理
的
な
変

異
と
気
候
条
件
．
水
環
境
学
会
誌
，
42
：
2
4
0
―
2
4
3
．

北海道の湿原野生生物たちの楽園
特集

図 2　ミズゴケ類の茎の構造とハンモック断面の構造。矢崎友嗣氏作成。
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日
本
初
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
原

日
本
の
湿
原
で
最
大
面
積
を
誇
る
の
が
釧
路
湿
原
で
す
。

そ
の
面
積
は
約
２
２
、０
７
０
ha
で
、
南
北
約
36
㎞
、
東
西

約
25
㎞
に
も
お
よ
び
、
一
周
す
る
と
１
０
０
㎞
以
上
に
な

り
ま
す
。
一
部
は
釧
路
湿
原
国
立
公
園
や
天
然
記
念
物
指
定

エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
繁
殖
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。
湿
原
は
、
太
平
洋
に
面

す
る
釧
路
市
街
地
の
後
方
か
ら
丘
陵
地
の
際
ま
で
広
が
っ
て

お
り
、
釧
路
川
と
そ
の
支
流
群
、
新
釧
路
川
、
阿
寒
川
が
流
れ
、

湿
原
内
が
平
坦
で
勾
配
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
河
川
は
蛇
行

し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
景
観
が
釧
路

湿
原
の
特
徴
の
一
つ
で
、
湿
原
の
P
R
写
真
や
動
画
で
は
、

ほ
ぼ
蛇
行
河
川
と
湿
原
の
構
図
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
河
川

は
融
雪
期
や
大
雨
の
際
に
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
時
に
は
流
路

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
網
の
目
状

に
川
の
支
流
が
存
在
し
、
容
易
に
人
間
が
近
づ
け
な
い
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湿
原
内
に
は
、
地
表
面
を
見
て

も
ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
「
ヤ
チ
マ
ナ
コ
」

と
呼
ば
れ
る
水
で
満
た
さ
れ
た
穴
が
あ
り
、
深
い
も
の
は

３
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
う
っ
か
り
踏
む
と
腰
や
胸
ま
で
ス
ト
ン
と

落
ち
大
変
危
険
で
す
。
著
者
は
湿
原
全
域
で
植
生
調
査
を
実

施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
調
査
員
と
し
て
、
数
年
間
、
徒

歩
あ
る
い
は
カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
で
湿
原
の
奥
深
く
ま
で
分
け

入
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
カ
ヌ
ー
で
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

進
む
と
急
に
視
界
が
開
け
、
河
川
が
合
流
す
る
場
所
に
水
草

で
覆
わ
れ
た
大
き
な
沼
が
現
れ
、「
景
観
や
植
生
の
規
模
か

ら
み
て
も
、
釧
路
湿
原
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
日
本
一
の
低
地
の

湿
原
な
ん
だ
。」
と
し
み
じ
み
感
動
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

永
い
年
月
に
育
ま
れ
た
水
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

生
ん
だ
豊
か
な
生
態
系

次
に
釧
路
湿
原
が
ど
の
よ
う
に
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
の

か
を
、
新
潟
大
学
の
高
清
水
先
生
ら
の
論
文※

１

を
元
に
簡
単
に

説
明
し
ま
し
ょ
う
。
地
球
は
今
か
ら
１
２
、０
０
０
年
前
ご

ろ
に
最
終
氷
期
の
末
期
を
む
か
え
、
間
氷
期
と
い
う
暖
か
い

時
期
に
移
行
し
ま
す
。
気
温
の
上
昇
に
よ
り
氷
河
や
高
緯
度

地
域
の
氷
が
解
け
海
水
の
堆
積
が
増
え
、
次
第
に
海
面
が

上
昇
し
ま
す
。
海
面
が
高
い
時
期
は
約
７
、０
０
０
年
前
ご

ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
釧
路
湿
原
の
あ
た
り
は
開か

い
せ
き
こ
く

析
谷
の

奥
ま
で
海
が
入
り
込
み
、
海
岸
で
は
砂さ

し嘴
が
発
達
し
て
、
広

大
な
汽
水
湖
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
気
温

が
低
下
し
海
面
も
低
く
な
っ
て
い
き
、
陸
か
ら
供
給
さ
れ
た

土
砂
で
汽
水
湖
の
沿
岸
が
埋
ま
り
、
約
５
、０
０
０
年
前
か

ら
最
上
流
部
で
湿
原
の
形
成
が
始
ま
り
ま
す
。
湿
原
が
徐
々

に
大
き
く
な
り
、
そ
の
過
程
で
入
江
の
一
部
が
シ
ラ
ル
ト
ロ

湖
や
塘と

う

路ろ

湖こ

、
達た

っ

古こ

武ぶ

沼ぬ
ま

な
ど
の
湖
と
し
て
残
さ
れ
、
約
１
、

湿
原
を
蛇
行
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
流
れ
る
河
川
。

北
海
道
を
象
徴
す
る
代
表
的
な

風
景
の
ひ
と
つ
＿
釧
路
湿
原
。

写真 1　釧路湿原の様子。湿原内を河川が蛇行して流れています

ふじた　ひろこ　宮城県仙台市生まれ。理学
博士。東北大学の学部・大学院時代は冷温帯
湿地林の分化と立地環境（主に地下水位や土壌
環境）の関係を研究。北海道大学に赴任してか
らは、湿原植生と立地環境、湿原の保全や復
元手法を研究。第 13回尾瀬賞を受賞。著書に
『サロベツ湿原と稚咲内砂丘林帯湖沼群―その
構造と変化』、『湿原の植物誌―北海道のフィー
ルドから』などがある。

文・写真●冨士田 裕子（北海道大学名誉教授）
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０
０
０
年
前
に
ほ
ぼ
現
在
の
湿
原
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
様
に
釧
路
湿
原
の
形
成
に
は
、
長
い
年
月
が
か
か
っ
て

い
る
の
で
す
。

釧
路
湿
原
は
多
数
の
河
川
が
流
入
し
、
さ
ら
に
湿
原
と
接

す
る
台
地
の
縁
辺
部
か
ら
豊
富
な
湧
水
が
供
給
さ
れ
る
の
で
、

大
量
の
水
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
洪
水
に
よ
っ
て

土
砂
や
栄
養
塩
類
が
運
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
シ
や
ス
ゲ
類

の
優
占
す
る
低
層
湿
原
植
生
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
（
写

真
2
）。
ま
た
ハ
ン
ノ
キ
湿
性
林
も
湿
原
上
流
部
や
湿
原
内
の

自
然
堤
防
跡
な
ど
に
広
く
分
布
し
（
写
真
3
）、
湿
原
の
中
央

部
の
赤
沼
周
辺
か
ら
温
根
内
の
木
道
付
近
に
は
、
大
き
な
高

層
湿
原
も
発
達
し
て
い
ま
す
（
写
真
4
）。
釧
路
湿
原
に
生
育

す
る
維
管
束
植
物
数
は
約
７
３
０
種
類
と
非
常
に
多
く
（
写

真
5
）、
多
彩
な
植
物
群
落
も
見
ら
れ
ま
す
。

止
ま
ら
な
い
開
発
や
環
境
破
壊

か
つ
て
の
湿
原
面
積
は
現
在
よ
り
か
な
り
大
き
く
、
北

海
道
教
育
大
学
の
岡
崎
名
誉
教
授
の
報
告
（
１
９
７
５
）
の
推

定
で
は
、
当
時
の
湿
原
の
約
23
％
に
あ
た
る
６
、８
０
０
ha

が
開
発
に
よ
り
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２

そ
の
ほ
と
ん

ど
が
湿
原
下
流
部
に
集
中
し
、
特
に
阿
寒
川
の
分
流
、
新

釧
路
川
の
掘
削
、
新
釧
路
川
の
左
岸
と
右
岸
堤
防
の
完
成

に
よ
っ
て
急
激
に
進
み
ま
し
た
。
ま
た
湿
原
上
流
部
で
は
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
久く

著ち
ょ

呂ろ

川が
わ

、
雪せ

つ

裡り

川が
わ

、

幌ほ
ろ

呂ろ

川が
わ

な
ど
の
河
川
改
修
が
進
み
、
河
川
の
直
線
化
と
流
域

の
農
地
開
発
、
土
地
利
用
の
変
化
に
よ
り
、
湿
原
に
流
入
す

る
土
砂
量
が
増
加
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
３

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
釧
路
湿
原
で
の
環
境
変
化
や

植
生
変
化
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
も
開
発
か

ら
再
生
へ
と
視
点
を
変
え
ま
し
た
。
環
境
省
と

国
土
交
通
省
は
03
年
に
施
行
さ
れ
た
自
然
再
生

推
進
法
を
う
け
、
釧
路
湿
原
の
自
然
再
生
に
着

手
し
ま
し
た
。
植
生
変
化
と
人
間
に
よ
る
環
境

改
変
と
の
因
果
関
係
の
解
明
が
十
分
と
は
い
え

な
い
中
、
様
々
な
事
業
や
実
験
が
始
ま
り
ま
し

た
。
事
業
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
結
果
の

解
析
、
そ
し
て
十
分
な
評
価
と
事
業
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
課
題
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
開
発
か
ら
再
生
に
か
じ
を
切
っ
た

は
ず
な
の
で
す
が
、
湿
原
や
湿
原
周
辺
の
開
発

や
環
境
破
壊
は
未
だ
止
ま
り
ま
せ
ん
。
釧
路
湿

原
を
め
ぐ
る
一
連
の
騒
動
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

釧
路
湿
原
を
抱
え
る
市
町
村
の
住
民
か
ら
の
声

と
行
政
の
対
応
が
重
要
で
、
そ
れ
を
後
押
し
す

る
の
は
私
達
、
一
般
の
人
達
か
ら
の
応
援
な
の

で
す
。

北海道の湿原野生生物たちの楽園
特集
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「
花
の
湿
原
」
と
し
て
知
ら
れ
る
霧
多
布
湿
原
は
、
浜
中
町

の
海
岸
に
広
が
る
面
積
約
３
、１
６
８
ha
の
広
大
な
湿
原
で

す
。
砂
州
で
海
か
ら
隔
て
ら
れ
て
で
き
た
湖
成
湿
原
で
、
砂

丘
列
の
跡
が
大
小
約
30
個
の
細
長
い
湖
沼
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。

※
１「
霧
多
布
泥
炭
形
成
植
物
群
落
」
と
し
て
１
９
２
２

年
と
い
う
早
い
時
期
に
国
の
天
然
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
55
年
に
は
厚
岸
道
立
自
然
公
園
（
現
在
の
国
定
公
園
）
に

指
定
、
２
０
１
２
年
に
国
指
定
厚
岸
・
別べ

寒か
ん

辺べ

牛う
し

・
霧
多
布

鳥
獣
保
護
区
及
び
特
別
保
護
地
区
、
１
９
９
３
年
に
は
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
、
２
０
２
１
年
に
は
道
立
自
然
公
園

か
ら
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定
公
園
に
な
り
、
何
重
に
も
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
。

霧
多
布
湿
原
と
人
と
の
関
わ
り

霧
多
布
湿
原
は
人
と
の
関
わ
り
が
深
い
湿
原
で
す
。
湿

原
内
の
湖
沼
の
う
ち
、
湿
原
中
央
を
走
る
M
G
（M

arsh 

G
rassland

）
ロ
ー
ド
に
近
く
て
比
較
的
大
き
い
氷
切
沼
は
、

か
つ
て
は
漁
業
に
使
う
氷
を
切
り
出
す
の
に
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
地
元
の
方
に
よ
る
と
、
氷
切
沼
と
呼
ば
れ
る
場
所
は

湿
原
の
北
の
方
に
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
M
G
ロ
ー
ド
に
相

当
す
る
部
分
は
、
天
然
記
念
物
指
定
以
前
か
ら
生
活
道
路
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
岸
近
く
の
湿
原
域
は
、

か
つ
て
は
コ
ン
ブ
漁
に
使
う
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
て
、
い
ま

で
も
湿
原
内
に
木
の
杭
が
残
っ
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
5
月
の
チ
リ
津
波
で
は
多
く
の
住
宅
が
破
壊

さ
れ
、
仮
設
住
宅
用
地
不
足
の
た
め
緊
急
措
置
で
天
然
記
念

物
エ
リ
ア
内
の
国
有
未
開
地
に
住
宅
を
建
設
し
、
の
ち
に
指

定
地
か
ら
解
除
さ
れ
た
と
い
う
出
来
事
も
あ
り
、
※
２

人
の
生

活
圏
と
湿
原
が
密
接
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

霧
多
布
湿
原
は
、
日
本
に
お
い
て
初
め
て
保
全
の
た
め
の

ト
ラ
ス
ト
運
動
が
導
入
さ
れ
た
湿
原
で
も
あ
り
ま
す
。
湿

原
の
中
心
部
以
外
は
民
有
地
が
多
く
、
特
に
海
岸
沿
い
で
は

昆
布
を
乾
燥
さ
せ
る
干
場
や
宅
地
を
造
る
た
め
に
埋
め
立
て

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
３

こ
れ
ら
の
民
有
地
や
湿
原
上
流
の

山
林
を
ト
ラ
ス
ト
が
買
い
取
り
、
湿
原
の
保
全
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
※
４

買
い
取
っ
た
土
地
で
は
復
元
試
験
も
行
い
、

昆
布
干
場
跡
地
の
表
層
土
壌
を
除
去
し
て
植
生
変
化
を
調

査
・
解
析
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
５

湿
原
の
植
生

霧
多
布
湿
原
の
植
生
は
、広
い
範
囲
が
ヌ
マ
ガ
ヤ
湿
原
（
中

間
湿
原
植
生
）
で
、
湿
原
中
心
部
に
は
チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
ブ
ル

テ
（
ハ
ン
モ
ッ
ク
・
小
凸
地
）
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
湿
原
の
南

部
に
は
ヨ
シ
・
ス
ゲ
湿
原
（
低
層
湿
原
植
生
）
も
あ
り
、
琵
琶

瀬
川
の
河
口
に
近
い
と
こ
ろ
は
海
水
の
影
響
を
受
け
る
塩
湿

地
で
、
奥
琵
琶
瀬
野
鳥
観
察
公
園
で
は
ウ
ミ
ミ
ド
リ
や
ア
ッ

ケ
シ
ソ
ウ
と
い
っ
た
塩
湿
地
特
有
の
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

ヌ
マ
ガ
ヤ
湿
原
で
は
、
6
月
上
旬
〜
中
旬
に
は
ワ
タ
ス
ゲ

の
穂
、
6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬
に
は
ゼ
ン
テ
イ
カ
（
霧
多
布
で
は

エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
の
黄
色
い
花
が
一
面
に
広
が
り
、

季
節
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
加
す
る
エ
ゾ
シ
カ
の

食
害
に
よ
っ
て
ゼ
ン
テ
イ
カ
は
花
の
数
が
減
っ
て
い
ま
し
た

が
、
周
囲
に
電
気
牧
柵
を
設
置
す
る
こ
と
で
エ
ゾ
シ
カ
の
進

入
を
防
ぎ
、
再
び
た
く
さ
ん
の
花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

※
６

し
か
し
、
ワ
タ
ス
ゲ
も
ゼ
ン
テ
イ
カ
も
気
候
に
よ
っ

て
自
然
の
豊
凶
が
あ
り
、
毎
年
必
ず
見
事
な
光
景
を
見
ら
れ

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
く
か
ら
来
た
観
光
客
は
が
っ
か

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
予
測
不
可
能
な
と
こ
ろ
が
自

然
の
面
白
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

継
続
調
査
か
ら
分
か
る
変
化

湿
原
中
心
部
の
天
然
記
念
物
エ
リ
ア
で
は
過
去
に
何
度
も

植
生
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

※
７

２
０
１
７
年
か
ら
は
環

M
G
ロ
ー
ド
や

ト
ラ
ス
ト
運
動
な
ど

人
と
の
関
わ
り
が
強
い
湿
原

＿
霧
多
布
湿
原
。

かとう ゆきえ　1978 年、愛知県瀬戸市生まれ。北
海道大学大学院農学院博士後期課程単位取得退学、博
士（農学）。専門は湿原の植生、カヤツリグサ科スゲ
属植物、植物研究史。ここ数年は博物館がある春採公
園の植物相・フェノロジー調査にも取り組んでいる。

琵琶瀬展望台からみた霧多布湿原

文・写真●加藤ゆき恵（釧路市立博物館）
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境
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ

イ
ト
１
０
０
０
の
湿
原
植

生
調
査
を
行
っ
て
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
17
年
、
20
年
、
25

年
の
3
回
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
湿

原
内
に
約
６
０
０
ｍ
の
調

査
ラ
イ
ン
を
設
定
し
、
そ

の
ラ
イ
ン
上
に
30
個
の
方

形
区
を
設
置
し
て
、
同
じ

方
形
区
内
の
植
生
を
継
続

し
て
記
録
し
て
い
ま
す
。
調
査
開
始
か
ら
10
年
未
満
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
多
少
種
組
成
の
増
減
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

今
の
と
こ
ろ
調
査
地
全
体
で
は
目
立
っ
た
植
生
の
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
1
カ
所
、
劇
的
な
変
化
が
見
ら
れ
た
方
形
区

が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
い
チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
ブ
ル
テ
の
上
に
設
置
し
た
あ
る
調

査
区
は
17
年
の
設
置
時
か
ら
一
部
く
ぼ
地
が
あ
り
、
ハ
ナ
ゴ

ケ
類
が
穴
を
埋
め
て
い
ま
し
た
。
20
年
に
は
も
と
か
ら
あ
っ

た
く
ぼ
地
の
方
向
に
チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
ブ
ル
テ
が
崩
れ
始
め
て

い
た
も
の
の
、
そ
の
原
因
が
局
地
的
な
乾
燥
な
の
か
エ
ゾ
シ

カ
に
よ
る
も
の
か
は
判
断
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
25
年
に
は

コ
ド
ラ
ー
ト
を
斜
め
に
通
り
過
ぎ
る
「
シ
カ
道
」
が
で
き
て

い
て
、斜
め
か
ら
の
写
真
で
も
分
か
る
と
お
り
、大
き
い
チ
ャ

ミ
ズ
ゴ
ケ
ブ
ル
テ
が
2
つ
に
分
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
周
り

に
歩
き
や
す
い
平
地
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
、
エ
ゾ
シ
カ

た
ち
は
な
ぜ
こ
の
ブ
ル
テ
の
上
を
わ
ざ
わ
ざ
歩
い
た
の
か

…
…
。
エ
ゾ
シ
カ
の
気
持
ち
が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

別
の
チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
ブ
ル
テ
上
の
方
形
区
で
は
、
ミ
ズ
ゴ

ケ
の
上
に
生
え
る
ツ
ツ
ジ
科
植
物
の
被
度
に
多
少
変
化
は
あ

り
ま
す
が
、
ブ
ル
テ
自
体
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
ラ
イ
ン
や
周
辺
で
は
、
コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
や
ミ
ヤ
マ
ア

キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
（
コ
ガ
ネ
ギ
ク
）
な
ど
エ
ゾ
シ
カ
が
好
む
植

物
の
食
害
も
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ゾ
シ
カ
個
体
数
増
加
に

よ
っ
て
起
こ
る
踏
圧
や
食
害
に
よ
る
湿
原
植
生
へ
の
影
響
は

日
本
各
地
の
湿
原
で
報
告
さ
れ
て
い
て
、
ど
う
折
り
合
い
を

つ
け
る
か
、
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
８

11
年
か
ら
は
N
P
O
法
人
霧
多
布
湿
原
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
主
催
で
釧
路
市
立
博
物
館
も
協
力
し
、
浜
中
町
の
植

物
標
本
を
作
成
す
る
取
り
組
み
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
霧
多
布
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
21
年
12
月
現
在
で
、
浜
中
町
で
記
録

さ
れ
て
い
る
８
７
３
分
類
群
（
証
拠
標
本
を
伴
わ
な
い
も
の
を
含
む
）

の
維
管
束
植
物
の
う
ち
４
６
５
分
類
群
の
学
術
標
本
を
作
成

し
、
霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
と
釧
路
市
立
博
物
館
で
保
管
し

て
い
ま
す
。

※
９

こ
れ
ら
の
標
本
は
10
年
代
以
降
の
霧
多
布
湿
原

を
は
じ
め
と
す
る
浜
中
町
の
植
物
相
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、

記
録
を
未
来
へ
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

北海道の湿原野生生物たちの楽園
特集
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3 回の調査で変化があまり
見られなかった調査方形区

3 回の調査で変
化が大きかった
調査方形区

6 月下旬の仲の浜木道沿いのゼンテイカ（エゾ
カンゾウ）。電気牧柵が奏功してたくさんの花
が咲いています（2022 年撮影）

6 月中旬の仲の浜木道沿いのワタスゲ。この写
真を撮影した 2015 年は当たり年でした

霧多布湿原
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と
い
う
試
算
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原

を
保
全
す
る
こ
と
は
、
温
暖
化
を
含
む
気
候
変
動
の
緩
和
に

と
っ
て
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

北
海
道
北
端
に
広
が
る
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
は
、
日
本
最
大
級
、

あ
る
い
は
最
大
と
い
え
る
規
模
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
が
低
地
に

広
が
っ
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の

標
高
は
、
実
際
に
3
〜
7
ｍ
し
か
な
く
、
ほ
ぼ
海
抜
と
同

じ
高
さ
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
面
積
は
、
約
６
７
０
０

ha
で
あ
り
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
4
・
8  

ha
）
の
約
１
、

４
０
０
個
分
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
泥

炭
の
深
さ
は
、
5
ｍ
程
度
の
場
所
が
多
く
、
こ
の
厚
さ
は

日
本
の
湿
原
の
中
で
も
際
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
広
大

な
湿
原
の
下
に
は
、
数
千
年
か
け
て
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
量

の
泥
炭
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
貧
栄
養
な
ミ
ズ

ゴ
ケ
湿
原
は
、
特
殊
な
環
境
に
適
応
し
た
動
植
物
の
貴
重
な

生
息
地
で
も
あ
り
ま
す
。
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
で
は
、
動
物
か
ら

も
栄
養
を
得
る
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど
の
食
虫
植
物
、
菌
類
の

助
け
を
借
り
て
栄
養
を
獲
得
す
る
ラ
ン
科
（
ト
キ
ソ
ウ
、
コ
バ

ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ
な
ど
）
や
ツ
ツ
ジ
科
（
ホ
ロ
ム
イ
ツ
ツ
ジ
、
ツ
ル
コ
ケ

モ
モ
な
ど
）
の
多
様
な
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
が
大
量
の
水
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
水
量

が
安
定
し
、
減
災
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原

に
発
達
す
る
ミ
ズ
ゴ
ケ
泥
炭
は
、
湿
原
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
支
え
て
い
る
源
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
を
始
め
と
す
る
日
本
の
ミ
ズ
ゴ

ケ
湿
原
は
、
過
去
数
十
年
で
大
き
く
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
で
は
、
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
０
３
年

に
か
け
て
商
用
目
的
の
泥
炭
採
掘
が
行
わ
れ
、
毎
年
数
ha
か

ら
数
十  

ha
の
湿
原
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
湿
原
で
も
、

炭
素
を
蓄
え
た
ミ
ズ
ゴ
ケ
は

温
暖
化
を
含
む
気
候
変
動
の
緩
和
に

湿
原
再
生
は
未
来
へ
の

学
び
の
場
と
な
り
う
る
か

＿
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原

サロベツ泥炭採掘地で、回復が遅れている地域です（2016
年4月22日）。採掘から30年以上経過していますが、随所
に裸地が残っています

歌才湿原で行った「ミズゴケお守り隊」活動の様子です（2025 年5月11日）。
作業のあとには、みんなで「おいしい」お昼をいただきました。撮影 : 永田優 （黒
松内ブナセンター）

天
然
の
ス
ポ
ン
ジ
・
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
も
た
ら
す

生
態
系
サ
ー
ビ
ス

北
海
道
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
は
、
も
し
か
す
る
と
地
球
で

も
っ
と
も
重
要
な
生
態
系
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ミ
ズ
ゴ
ケ
は
、
大
量
の
水
を
蓄
え
る
性
質
を

持
ち
、
湿
原
を
支
え
る
「
天
然
の
ス
ポ
ン
ジ
」
と
も
言
え
る

存
在
で
す
。
栄
養
塩
を
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
な
い
た
め
、
地

下
水
や
河
川
水
の
供
給
を
受
け
ず
、
主
に
雨
水
で
維
持
さ
れ

る
「
降
雨
涵
養
型
湿
原
」
と
呼
ば
れ
る
貧
栄
養
な
生
息
地
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
湿
原
は
、
私
た
ち
に
多
く
の

恩
恵
〝
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
〟
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
が
つ
く
る
泥
炭
湿
原
は
、
特
に
炭
素
を
貯
蔵
す

る
能
力
に
優
れ
て
い
ま
す
。
泥
炭
と
は
、
植
物
の
枯
葉
や
枯

枝
が
分
解
さ
れ
ず
に
堆
積
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
植
物
遺
骸

の
塊
で
あ
り
、
炭
素
の
塊
で
も
あ
り
ま
す
。
も
し
世
界
中
の

泥
炭
が
蓄
え
た
炭
素
が
全
て
大
気
中
に
二
酸
化
炭
素
と
し
て

放
出
さ
れ
れ
ば
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
倍
に
な
る

文
・
写
真
●

露
崎
史
朗
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北
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大
学
・
大
学
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環
境
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院
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サ
サ
の
侵
入
な
ど
に
よ
る
生
態
系
の
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
原
因
の
多
く
は
、
私
た
ち
ヒ
ト
の
活
動
に
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
泥
炭
採
掘
跡
地
に
は
ナ
ガ
バ
ノ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
の

よ
う
な
希
少
な
食
虫
植
物
が
再
定
着
し
て
お
り
、
湿
原
劣
化

が
進
む
中
で
残
さ
れ
た
貴
重
な
生
物
多
様
性
の
象
徴
と
も
言

え
ま
す
。

湿
原
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
急

務
で
す
。
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
泥
炭
採
掘
跡
地
で
は
、
こ
れ
ま

で
ミ
ズ
ゴ
ケ
侵
入
過
程
に
関
す
る
広
範
な
研
究
が
行
わ
れ
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
再
生
の
見
通
し
が
得
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
「
湿
原
」
と
し
て
の
完
全
な
再
生
に
は
、
ま
だ
長

い
時
間
が
必
要
で
す
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
が
再
び
広
が
る
環
境
を
整
え
る
試
み

こ
う
し
た
知
見
を
活
か
す
た
め
、
道
南
黒
松
内
町
の
歌
才

湿
原
で
も
ミ
ズ
ゴ
ケ
再
生
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
歌

才
湿
原
は
道
南
に
残
る
数
少
な
い
低
地
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
で

す
が
、
ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ
と
い
う
常
緑
低
木
の
侵
入
に
よ
り
景

観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ

を
伐
採
し
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
再
び
広
が
る
環
境
を
整
え
る
試
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
湿
原
再
生
に
は
サ
ロ
ベ
ツ
泥

炭
採
掘
跡
地
で
の
遷
移
観
察
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
長
い
年
月

が
必
要
で
あ
り
、
継
続
的
な
保
全
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、世
代
を
越
え
て
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
「
ミ

ズ
ゴ
ケ
お
守
り
隊
」
と
名
付
け
、
高
校
生
や
中
学
生
と
と
も

に
ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ
の
伐
採
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
校
は
、

札
幌
啓
成
高
校
、
寿
都
高
校
、
黒
松
内
中
学
校
の
3
校
で
し

た
。
参
加
し
た
生
徒
の
中
に
は
「
今
後
も
こ
の
活
動
に
参
加

し
、
湿
原
を
保
全
し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ

た
方
も
お
り
、
少
し
で
も
湿
原
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
た
の
で

あ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
地
域
や
組
織
の
連
携
に
は
課
題
も
残
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
湿

原
の
未
来
を
守
る
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ミ
ズ

ゴ
ケ
と
、
そ
の
下
に
眠
る
膨
大
な
泥
炭
の
価
値
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
貴
重
な
財
産
を
次
の
世
代
へ
受
け
渡
す
た
め

に
も
、
今
後
も
研
究
と
保
全
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
北
海
道
が
誇
る
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原

が
、
こ
れ
か
ら
も
健
全
な
姿
で
未
来
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い

く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

本
実
践
は
、
旭
硝
子
財
団
ブ
ル
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
地
球
環
境

特
別
研
究
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
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絶
滅
危
惧
II
類
か
ら
外
れ
た
が
、

湿
原
環
境
は
安
心
で
き
る
段
階
で
は
な
い

環
境
省
が
２
０
２
６
年
3
月
に
公
表
し
た
「
第
5
次
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
」
で
、
日
本
（
北
海
道
）
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
〝
絶
滅

危
惧
Ⅱ
類
〟
か
ら
外
れ
、〝
準
絶
滅
危
惧
〟
に
分
類
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
絶
滅
の
危
険
度
が
以
前
よ
り
低
く
な
っ
た

こ
と
を
示
す
一
方
で
、「
存
続
基
盤
が
ま
だ
十
分
に
安
定
し

て
お
ら
ず
、
将
来
的
に
再
び
危
険
性
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ

る
種
」
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
状
況
は
改

善
し
た
も
の
の
、
安
心
し
き
れ
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
活
は
、
自
然
環
境
だ
け
に
支
え

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
に
は
給
餌
に
依
存

す
る
個
体
が
多
く
、
給
餌
が
な
け
れ
ば
十
分
な
餌
を
確
保
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
給
餌
に
頼
ら
な
い
個

体
で
も
、
家
畜
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
）
を

食
べ
た
り
、
農
地
で
採
餌
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
人
の

経
済
活
動
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
自
然
の
餌
が
少
な
く
な
る
時
期
に
は
、
収
穫
後
の
デ
ン

ト
コ
ー
ン
畑
や
稲
田
で
餌
を
探
す
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
農
地
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
と
っ
て
効
率
よ
く
餌
を

得
ら
れ
る
重
要
な
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
主
に
北
海
道
東
部
に
集
中
し
て
い
た
分
布

が
、
道
北
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
道
央
地
域
へ
と
広
が
っ
て
き
た

こ
と
も
、
絶
滅
リ
ス
ク
が
低
下
し
た
理
由
の
一
つ
で
す
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
や
道
央
で
は
、
繁
殖
だ
け
で
な
く
越
冬
す
る
個
体

も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
分
布
が
広
が
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
ど
こ
で
も
繁
殖
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
繁
殖
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
湿
地
環
境
で
す
。

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
湿
原
の
鳥
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
年
中

湿
地
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が

通
年
観
察
し
て
い
る
つ
が
い
で
も
、
季
節
や
繁
殖
状
況
に
応

じ
て
利
用
す
る
環
境
が
変
化
し
ま
す
。
巣
を
造
る
場
所
は
基

本
的
に
湿
地
で
、
枯
れ
た
ヨ
シ
な
ど
を
巣
材
と
し
て
使
い
ま

す
。
典
型
的
に
は
低
層
湿
原
が
営
巣
地
と
な
り
ま
す
が
、
例

外
的
に
牧
草
地
や
サ
サ
原
に
巣
を
造
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
繁
殖
に
適
し
た
環
境
と
し
て
湿
地
が
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
分
布
拡
大
に
は
、

繁
殖
に
適
し
た
湿
地
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い

近
年
、
道
央
地
域
で
確
認
さ
れ
て
い
る
繁
殖
つ
が
い
も
、

例
外
な
く
湿
地
に
巣
を
構
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用

す
る
湿
地
の
広
さ
は
つ
が
い
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
広

い
湿
地
で
繁
殖
す
る
つ
が
い
は
、
ヒ
ナ
が
飛
べ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
湿
地
内
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
狭
い

ア
イ
ヌ
語
で

サ
ル
ル
ン
カ
ム
イ［
湿
原
の
神
］と

呼
ば
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ

採
餌
か
ら
繁
殖
・
子
育
て
ま
で

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
分
布
拡
大
に
重
要
な
環
境
＿
湿
原

餌が少なくなると北海道東部の給餌場に集まるタンチョウたち

道央地域で湿地のすぐ隣にメガソーラーが建設されている場所

まさとみ よしゆき　1971 年札幌市生まれ。北海道大学大学
院工学研究科修了。同大学院地球環境科学研究科でタンチョウ
の個体群動態に関する研究により博士号を取得。2007 年から
同大学院などで研究員としてタンチョウに関する研究に従事。
2019 年に（一社）タンチョウ研究所を設立し、新たに生息地
域となった道央や道北での調査・研究を重点的に行っている。
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湿
地
で
は
周
辺
の
農
地
な
ど
湿
地
以
外
の
環
境
を
利
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
分
布
拡
大
に
は
、
繁
殖
に
適
し
た
湿
地
の

存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
つ
が
い
は
適
し
た
湿
地
を
求
め
て

移
動
し
、
繁
殖
テ
リ
ト
リ
ー
を
形
成
し
ま
す
。
一
度
繁
殖
を

始
め
る
と
、
毎
年
同
じ
場
所
で
繁
殖
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
環
境
が
改
変
さ
れ
て
適
さ
な
く
な
る
と
別
の
場
所
へ
移

動
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
湿
地
が
失
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
場
所
か

ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
い
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
テ
リ
ト
リ
ー
は
数
㎢
に
及
び
ま
す
。

ヒ
ナ
は
孵
化
し
て
数
日
で
歩
き
始
め
、
成
長
に
伴
い
行
動
範

囲
が
広
が
り
ま
す
。
孵
化
後
20
日
ほ
ど
の
ヒ
ナ
が
巣
か
ら
約

3
㎞
移
動
し
た
例
や
、
孵
化
後
2
か
月
半
で
ま
だ
飛
べ
な

い
時
期
に
約
10
㎞
離
れ
た
場
所
ま
で
歩
い
た
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
巣
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
広
い
環
境

が
非
常
に
重
要
で
す
。「
巣
が
な
い
場
所
だ
か
ら
開
発
し
て

も
問
題
な
い
」
と
は
言
え
ず
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
行
動
生
態
を

理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
繁
殖
に
必
要
な
環
境
を
失
わ
せ
て

し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
巣
の
近
く
の
湿
地
が
失
わ
れ
た
場
合
、
そ
こ

に
ヒ
ナ
の
成
長
に
必
要
な
餌
生
物
が
多
く
存
在
し
て
い
れ

ば
、
影
響
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
湿
地
を
埋
め
立
て
て
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
、
湿
地
と
し
て
の
連
続
性
が

失
わ
れ
、
生
き
物
が
減
る
こ
と
で
餌
資
源
も
少
な
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、移
動
で
き
る
範
囲
も
制
限
さ
れ
、タ
ン
チ
ョ

ウ
に
と
っ
て
暮
ら
し
に
く
い
環
境
に
な
り
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
営
巣
す
る
場
所
は
、
生
物
多
様
性
が
保
た
れ
た
豊
か

な
自
然
環
境
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
そ
の

指
標
種
と
も
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
営
巣

環
境
を
守
る
こ
と
は
、
周
囲
の
多
様
な
動
植
物
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

道
央
地
域
で
の
繁
殖
状
況
の
一
例
と
し
て
、
25
年
に
は
苫

小
牧
市
勇
払
原
野
で
3
つ
が
い
、
千
歳
川
流
域
の
遊
水
地
で

2
つ
が
い
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
産
卵
し
ま
し
た
。
前
者
は
自
然

の
湿
地
、
後
者
は
人
工
的
に
造
成
さ
れ
た
湿
地
で
す
が
、
い

ず
れ
も
繁
殖
に
適
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
た
た
め
、
繁
殖
が

成
功
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
道
央
地
域
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
個
体
数
を
さ
ら
に
増

や
し
、
絶
滅
リ
ス
ク
を
よ
り
低
く
保
つ
た
め
に
は
、
残
さ
れ

た
湿
地
の
保
全
に
加
え
、
自
然
に
配
慮
し
た
河
川
改
修
な
ど

に
よ
る
湿
地
の
回
復
・
造
成
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
未
来
を
守
る
た
め
に
は
、
湿
地
を
中
心
と
し
た
生
息
環

境
を
長
期
的
に
維
持
・
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

本
稿
で
は
、
道
央
地
域
に
つ
い
て
は
環
境
省
の
業
務
と
し

て
実
施
し
た
調
査
結
果
を
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
に
つ
い
て
は

J
A
C
環
境
動
物
保
護
財
団
の
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
調
査

結
果
を
含
め
て
い
ま
す
。

北海道の湿原野生生物たちの楽園
特集 タンチョウ

十勝地方で越冬期（1 月下旬）に餌を求めて飛来する収
穫後のデントコーン畑

道央地域に残る湿地で営巣するつがい

1月下旬にオホーツク地方の河川でねぐらをとるタン
チョウの群れ

参考文献
正富宏之 (2010) タンチョウ いとこちたきさまなれど. 北海
道新聞社 , 札幌
正富欣之 , 小山内恵子 (2022) 道央圏における 2020 年秋
期のタンチョウの生息状況 . Bird Research, 18:S9-S13. 
https://doi.org/10.11211/birdresearch.18.S9

北海道北部の低層湿原で抱卵する個体（写真中央）
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立
地
規
制
や
環
境
配
慮
の
仕
組
み
が
十
分
と
は
い
え
な
い
な

か
急
速
に
進
め
ら
れ
た
再
エ
ネ
事
業
の
導
入

釧
路
湿
原
域
で
は
、
近
年
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
急
増
に

よ
っ
て
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
環
境
の
劣
化
や
消

失
が
生
じ
、
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
と
、
そ
れ
に
伴
う
福
島
第
１
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
契
機
と
し
て
、
日
本
で
は
脱
原
発
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
翌
12
年
に
は

再
エ
ネ
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制

度
（
F
I
T
制
度
）
が
開
始
さ
れ
、
全
国
的
に
太
陽
光
発
電
を

中
心
と
し
た
再
エ
ネ
の
導
入
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
制
度
は
導
入
初
期
に
お
い
て
立
地
規
制
や
環
境
配

慮
の
仕
組
み
が
十
分
と
は
言
え
ず
、
結
果
と
し
て
各
地
で
自

然
環
境
の
破
壊
や
景
観
の
悪
化
、
さ
ら
に
は
土
砂
災
害
の
発

生
な
ど
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
釧
路
湿
原
域
に
お
い
て
も

同
様
に
太
陽
光
開
発
が
進
み
、
湿
原
の
一
部
が
改
変
さ
れ
る

事
例
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
本
来
、
太
陽
光
発
電
は
C
O
₂
を

排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
気
候
変
動

対
策
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
し
か
し
、
釧
路
湿

原
の
よ
う
に
炭
素
の
吸
収
・
貯
留
機
能
を
持
つ
湿
地
を
破
壊

し
て
設
置
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
効
果
は
相
殺
さ
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
他
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
ま
で
失
い
、
新
た
な
環
境
負
荷

を
生
む
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
ま
す
。

看
過
さ
れ
た
天
然
記
念
物
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地

釧
路
湿
原
は
、
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
、

氷
河
期
の
遺
存
種
と
さ
れ
る
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
と
っ

て
重
要
な
生
息
地
で
す
。
特
に
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
釧

路
市
に
お
い
て
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
く
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
生
息
地
を
改
変
す
る
場
合
に
は
現
状

変
更
の
許
可
申
請
や
保
全
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
実
際
に
は
、
15
年
頃
か
ら
、
生
息
地
が
事
前
の
許
可
申
請

な
し
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
太
陽
光
発
電
施
設
が
建
設
さ

れ
る
事
例
が
複
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
制

度
運
用
上
の
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
保
護
制
度

は
本
来
、
現
状
変
更
の
規
制
に
よ
っ
て
天
然
記
念
物
を
守
る

仕
組
み
で
す
が
、
そ
も
そ
も
「
そ
こ
に
指
定
種
が
い
る
」
と

い
う
情
報
が
行
政
や
事
業
者
に
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
機
能
し

ま
せ
ん
。
一
方
で
、
希
少
種
保
全
の
現
場
で
は
、
乱
獲
や
過

度
な
観
察
に
よ
る
圧
力
か
ら
守
る
た
め
、
生
息
地
情
報
を
非

公
開
と
す
る
慣
行
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
「
情
報
を
出
さ
な
い
保
全
」

が
結
果
と
し
て
「
存
在
し
な
い
も
の
」
と
誤
認
さ
れ
、
許
可

申
請
の
手
続
き
を
経
な
い
開
発
を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
の
保
全
は
、

湿
原
と
い
う
生
態
系
の
維
持
、

さ
ら
に
は
気
候
変
動
対
策
に
深
く
関
わ
る
課
題

キタサンショウウオの成体と卵嚢

てるい しげはる　1983 年、
北海道札幌市生まれ。大学
進学を機に日本最大の湿原
である釧路湿原を擁する釧
路市へ。以降、キタサンショ
ウウオの調査研究や保全活
動を続けている。近年は、太
陽光開発による本種の生息
環境の減少に少しでも歯止
めをかけるべく、個人的に生
息地のナショナルトラスト活動
も進めている。
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生
息
適
地
マ
ッ
プ
の
制
作
と
公
開

さ
ら
に
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
し
て
は
、
再
エ

ネ
特
措
法
（
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達

に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
や
電
気
事
業
法
、
都
市
計
画
法
、
景
観

法
、
さ
ら
に
は
環
境
影
響
評
価
制
度
な
ど
複
数
の
法
令
が
関

係
し
ま
す
が
、
20
年
の
制
度
改
正
以
前
は
、
太
陽
光
発
電
事

業
そ
の
も
の
が
環
境
影
響
評
価
法
の
対
象
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
法
的
な
環
境
影
響
評
価
を
経
な
い
ま
ま
開
発
が
進
め
ら

れ
る
構
造
に
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
改
正
後
に
お
い
て
も

対
象
と
な
る
の
は
大
規
模
案
件
に
限
ら
れ
、
多
く
の
事
業
は

依
然
と
し
て
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
対
応
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、
本
来
建
築
物
の
建
設
に
対
す
る
規

制
が
あ
る
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
も
、
太
陽
光
発
電
施

設
が
建
築
基
準
法
上
の
建
築
物
に
該
当
し
な
い
場
合
が
多
く
、

開
発
が
制
限
し
に
く
い
と
い
う
制
度
的
な
隙
間
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
個
別
の
制
度
は
存
在
し
て
い
て

も
、
そ
れ
ら
が
十
分
に
連
携
せ
ず
、
生
物
多
様
性
保
全
の
観

点
が
十
分
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
構
造
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
釧
路
市
で
は
新
た
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
「
生
息
適
地
マ
ッ
プ
」
の
作
成
と
公
開
で
す
。
こ
の
マ
ッ

プ
は
、
研
究
者
や
博
物
館
学
芸
員
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、

生
息
の
可
能
性
が
高
い
地
域
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体

的
な
生
息
地
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
情
報
提
供
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
者
は
開
発
予
定

地
に
お
け
る
生
息
可
能
性
を
事
前
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
調
査
や
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
取
り
組
み
は
釧
路
市
に
と
ど
ま
ら

ず
釧
路
湿
原
自
然
再
生

協
議
会
の
枠
組
み
の
中

で
、
釧
路
町
、
標
茶
町
、

鶴
居
村
を
含
む
広
域
的

な
マ
ッ
プ
へ
と
発
展
し

ま
し
た
。
W
E
B
上
で

公
開
さ
れ
た
こ
の
マ
ッ

プ
は
、
事
業
者
か
ら
自
治

体
へ
の
事
前
相
談
の
増

加
を
促
し
、
結
果
と
し
て

環
境
配
慮
型
の
事
業
計

画
や
回
避
措
置
の
検
討
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

治
体
職
員
に
よ
る
指
導
・
助
言
の
場
面
で
も
活
用
さ
れ
、
再

エ
ネ
導
入
と
生
物
多
様
性
保
全
の
両
立
に
向
け
た
実
務
的
な

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
こ
の
マ
ッ
プ
は
研
究
面
で
も
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
広
大
な
湿
原
の
中
で
調
査
の
優
先
順
位
を
設
定

す
る
指
標
と
し
て
機
能
し
、
20
年
か
ら
25
年
に
か
け
て
、
こ

れ
ま
で
未
確
認
で
あ
っ
た
新
た
な
生
息
地
の
発
見
に
も
寄
与

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
情
報
公
開
と
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
の
保
全
は
、
単
に
一
種

の
保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
湿
原
と
い
う
生
態
系
全
体
の
維
持
、

さ
ら
に
は
気
候
変
動
対
策
と
も
深
く
関
わ
る
課
題
で
す
。
今

後
は
、
法
制
度
の
運
用
改
善
や
関
係
者
間
の
連
携
強
化
に
加

え
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
情
報
共
有
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

開
発
と
保
全
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
釧
路

湿
原
で
の
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
全
の
取
り
組
み
は
、

そ
の
先
進
的
な
事
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

北海道の湿原野生生物たちの楽園
特集

参考文献
環境省釧路自然環境事務所 (2023) 太陽光発電事業計画策定にあたって配慮すべき希少種の生息地について . https://kushirodata-
center.env.go.jp/meeting/solar_webmap.html, 2026 年 5 月 23 日確認
釧路市立博物館 (2024) 市指定天然記念物キタサンショウウオ . https://www.city.kushiro.lg.jp/museum/bunkazai/1005708/
kinenbutsu/1005711.html, 2026 年 5 月 23 日確認 

表土を剝がされたキタサンショウウオの生息地産卵状況調査の風景（撮影：深津恵太）

キタサンショウウオの生息適地マップ
（作成：NPO 法人 EnVision 環境保全事務所）

キタサンショウウオ
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「
さ
び
し
く
な
っ
た
ら
湿
原
に
行
く
と
い
い
。
き
っ
と
懐
か

し
い
顔
に
会
え
る
ぜ
」。
今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
、
国
立
公
園
の

勉
強
の
た
め
に
カ
ナ
ダ
へ
発
つ
私
に
恩
師
の
T
先
生
が
贈
っ

て
く
れ
た
言
葉
で
す
。「
湿
原
」

と
い
う
言
葉
か
ら
思
い
浮
か
べ
る

イ
メ
ー
ジ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ

う
。
小
さ
な
花
た
ち
の
こ
と
を
思

う
方
も
い
れ
ば
、
農
地
の
開
拓
に

苦
労
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
私
に
と
っ
て

湿
原
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
「
懐

か
し
い
顔
に
会
え
る
と
こ
ろ
」
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
残
る
湿
原
の
多
く
は
北

海
道
に
集
中
し
、
釧
路
湿
原
や
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
は
北
海
道
を
象
徴
す

る
風
景
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
地
図
に
載
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な
も
の
も
含
め
、
多

く
の
湿
原
が
今
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
で
は
、
登
録
湿
地
に
限
ら
ず
国
内
す
べ
て
の
湿
地
の
保
全
・

賢
明
な
利
用
を
求
め
て
お
り
、

同
条
約
締
約
国
の
日
本
は
そ

の
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と

を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
北
海
道
は
風
況
や

日
照
に
恵
ま
れ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
導

入
が
急
速
に
進
む
地
域
で
も

あ
り
ま
す
。
風
の
良
い
場
所

や
日
当
た
り
の
良
い
場
所
は

湿
原
や
渡
り
鳥
の
ル
ー
ト
と

重
な
る
こ
と
が
多
く
、
湿
原

周
辺
に
風
車
や
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
並
ぶ
光
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
議
論
は
「
再
エ
ネ
か
、

自
然
か
」
と
い
う
二
者
択
一
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、
真
に
問

わ
れ
て
い
る
の
は
「
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
景
観
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
」
と
い
う
視
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
内
在
的
価
値
」「
道
具
的
価
値
」
に
加
え

「
関
係
価
値
」
と
い
う
枠
組
み

湿
地
の
価
値
は
多
面
的
で
す
。
生
物
多
様
性
の
保
全
、
水

循
環
の
調
整
（
洪
水
緩
和
・
渇
水
時
の
水
の
放
出
）、
水
質
浄
化
、

そ
し
て
泥
炭
湿
地
に
特
徴
的
な
炭
素
の
長
期
貯
蔵
―
―
湿
地

は
、
静
か
に
、
し
か
し
確
実
に
社
会
の
基
盤
を
支
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
０
０
年
代

初
頭
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
」
は
、
自
然
を
人
類
の

経
済
や
生
活
基
盤
と
し
て
捉
え
る
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
と

い
う
概
念
を
普
及
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
人
間

に
と
っ
て
有
用
か
ど
う
か
」
と
い
う
視
点
に
偏
り
す
ぎ
て
い

た
と
い
う
反
省
か
ら
、
I
P
B
E
S
（
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政
府
間
科
学-

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
は
、
自

然
の
価
値
を
よ
り
多
層
的
に
捉
え
る
た
め
「
内
在
的
価
値
」

よしなか あつひろ　酪農学園大学環境共生
学類教授。環境省国立公園自然保護官、カナ
ダ森林省北方森林研究所客員研究員、国連環
境計画（UNEP）日本政府常駐副代表、国連
生物多様性条約（CBD）事務局地球規模調整
官などを経て 2017 年より現職。2025 年に
IUCN（国際自然保護連合）南・東アジア地
域代表理事に選出。北海道自然保護協会理事、
北海道環境審議会会長。

文・写真●𠮷中 厚裕
　　  （酪農学園大学環境共生学類教授）

懐かしい顔に会えたカナダのとある湿原

「
再
エ
ネ
か
、自
然
か
」と
い
う
二
者
択
一
で
は
な
く
、

「
ど
こ
で
、ど
の
よ
う
に
」

景
観
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
と
い
う
視
点
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「
道
具
的
価
値
」
に
加
え

「
関
係
価
値
」
と
い
う
枠

組
み
を
提
示
し
ま
し
た
。

「
関
係
価
値
」
と
は
、
自

然
と
人
間
と
の
関
わ
り
の

中
に
生
ま
れ
る
文
化
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
「
つ

な
が
り
」
を
重
視
す
る
価

値
で
す
。
北
海
道
で
湿
原

を
語
る
と
き
、
こ
の
「
関

係
価
値
」
は
と
り
わ
け
深

い
意
味
を
持
ち
ま
す
。
ア

イ
ヌ
文
化
に
お
い
て
湿
地

の
生
き
物
た
ち
は
カ
ム

イ
（
神
）
と
し
て
崇
め
ら

れ
、
固
有
の
文
化
の
根
幹

を
な
し
て
き
ま
し
た
。「
こ

の
湿
原
が
あ
る
景
色
こ
そ

が
自
分
の
故
郷
だ
」
と
い

う
感
覚
は
個
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
深
く
結
び

つ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、

湿
原
を
守
る
活
動
を
通
じ

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
湿
地
の
未
来
を
決
め
る
意
思
決
定
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
「
関
係
性
」
を
見
落
と
し
た
ま
ま
進
め
ば
、
た
と
え
手
続

き
上
は
整
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
人
々
の
心
に
ス
ト
ン
と
落

ち
る
よ
う
な
「
納
得
」
は
到
底
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

N
b
S
に
も
通
じ
る
国
際
社
会
へ
の

大
き
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
へ

近
年
、
環
境
問
題
に
関
す
る
国
際
社
会
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
つ
な
が
り
」「
統
合
」
で
す
。

I
U
C
N
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
が
中
心
と
な
っ

て
「N

ature-based Solutions

（
N
b
S
：

自
然
に
根
差
し
た
社
会
課
題
の
解
決
）」
と
い

う
考
え
方
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
N
b
S
と

は
、
気
候
変
動
・
生
物
多
様
性
・
地
域
の
暮
ら

し
を
、
別
々
で
は
な
く
、
同
じ
「
ひ
と
つ
の
風

景
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）」
の
上
で
ま
と
め
て
考
え

よ
う
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
こ
こ
で
い

う
「
風
景
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）」
と
は
、
単
に
見

た
目
の
美
し
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

土
地
の
自
然
の
営
み
と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が

重
な
り
合
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
、「
生
き
た
つ

な
が
り
」
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
建
設
そ
の
も
の

は
N
b
S
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立
地
・
設

計
・
地
域
還
元
の
仕
組
み
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
湿
地
の
再
生
や
流
域
管
理
と
組
み
合
わ
せ

た
統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
N
b
S
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
再
エ
ネ
導
入
を
「
自
然
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
」
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

「
自
然
を
保
護
し
回
復
す
る
仕
組
み
と
セ
ッ
ト
で
設
計
し
直

す
」。
そ
の
た
め
に
は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
全
体
を
見
渡
し

て
「
ど
こ
を
守
る
べ
き
か
」「
ど
こ
を
回
避
し
、
ど
こ
で
調

整
し
、
ど
こ
に
集
中
的
に
導
入
す
る
か
」
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
事
前
に
み
ん
な
で
描
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
湿
原
の
健
全
性
は
、
周
辺
の

農
地
の
排
水
や
道
路
な
ど
、
保
護
地
域
の
外
側

の
管
理
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
守
る
べ
き

も
の
は
「
点
」
で
は
な
く
や
は
り
「
つ
な
が
り
」

で
す
。
法
律
で
厳
格
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
場

所
で
も
地
域
の
合
意
と
継
続
的
な
管
理
に
よ
っ

て
自
然
が
保
全
さ
れ
て
い
る
場
所
を
評
価
・
活

用
す
る
「
O
E
C
M
（
保
護
地
域
以
外
で
生
物
多
様

性
保
全
に
資
す
る
地
域
）」
と
い
う
枠
組
み
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
、
関
係
価
値
を
含
む
湿
地
の
多

様
な
価
値
を
住
民
や
関
係
者
が
共
有
し
合
い
熟

議
し
な
が
ら
、
国
立
公
園
と
い
っ
た
保
護
地
域

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
周
辺
の
農
地
・
草
地
・
森

林
・
市
街
地
な
ど
集
水
域
も
含
め
た
大
き
な
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

北
海
道
に
お
け
る
湿
原
を
は
じ
め
と
し
た
自

然
環
境
と
再
エ
ネ
の
軋あ

つ
れ
き轢

と
調
整
は
世
界
の
課

題
の
縮
図
で
す
。
も
し
、
数
値
化
で
き
な
い
多

様
な
自
然
の
価
値
ま
で
含
め
た
多
元
的
か
つ
統

合
的
な
合
意
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
北
海
道
で
確
立

で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
国
際
社
会
へ
の
大
き
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。
残
さ
れ
た
湿

原
を
守
り
、
劣
化
し
て
し
ま
っ
た
湿
原
を
再
生

し
、
同
時
に
脱
炭
素
社
会
へ
移
行
す
る
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
の
は
「
対
立
の
言
葉
」
で
は
な

く
、「
統
合
の
設
計
図
」
で
す
。

北海道の湿原野生生物たちの楽園
特集

Millennium Ecosystem Assessment (2005) Ecosystems and Human Well-being: Synthesis. Island Press, Washington, DC

IPBES (2022). Summary for Policymakers of the Methodological Assessment Report on the Diverse Values and 
Valuation of Nature of the Intergovernmental Science-Policy Platform on Biodiversity and Ecosystem Services. IPBES 
secretariat, Bonn. https://doi.org/10.5281/zenodo.6522392
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湿原の「関係価値」は代替不可能

湿原と再生可能エネルギー
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モーリー通信読者の皆さまへ

　北海道の湿原に立つと、静かで変わらないように見えるその風景の下に、気の
遠くなるほど長い時間が流れてきたことに気づきます。植物の命が枯れては蓄え
られ、わずか一年に一ミリほどしか重ならない泥炭の層。その薄い層が何千年も
積み重なり、いま私たちが立っている湿原の大地をつくりあげてきました。釧路
湿原の果てしなく続く大地、サロベツ湿原の潤いをたたえたミズゴケ、霧多布湿
原に咲く可憐な花々──
　どの湿原も、それぞれの命がゆっくりと流れる時間の中で育まれています。そ
の自然を前にすると、「人はどこまで関わっていいのだろうか」とふと立ち止まっ
てしまうことがあります。同時に、私たちはこの地に生きる一人として、未来へ
受け継ぐ責任を感じずにはいられません。
　そのような想いを、モーリー通信はずっと大切に受け止めてきました。
お読みくださる皆さまへ、誌面ではこれまで、北海道の豊かな自然や野生生物、そして保護の現場で懸命に活
動する人々の姿をお伝えしてきました。ページをめくりながら、「自分にも何かできることがあるのでは」と感
じられた方も少なくないのではないでしょうか。そのお気持ちこそが、次の一歩の始まりです。モーリー通信
でご紹介している保護活動や環境教育、自然体験の取り組みは、多くの方々から寄せられたあたたかなご支援
によって支えられています。
　あなたが今日感じた「守りたい」という想いを、どうか行動に移してください。
　継続的なご支援、一度限りのご寄付、どちらも心よりお待ちしております。モーリー通信巻末の振込用紙（払
込取扱票）を使えば、郵便局で簡単にお手続きいただけます。皆さまがモーリー通信を通じて感じてくださっ
た自然への想い、野生生物への愛情を、どうか実際の保護活動につなげてください。

公益財団法人 北海道新聞野生生物基金

あなたの思いを、未来の自然へ 
　公益財団法人北海道新聞野生生物基金は、2026年2月、
株式会社北洋銀行と「遺贈による寄付」に関する協定
を結びました。
　この協定によって、「自分が亡くなったあとも北海道
の自然を守るために役立ててほしい」という思いを持

つ方々が、安心して
当基金に遺贈寄付を
行えるようになりま
した。
　北洋銀行では、店
頭窓口などで遺贈に
よる寄付を希望され
るお客様のご相談を
お受けし、遺言など
についての情報提供

を行います。ご希望に応じて代理店・業務提携として
取り扱う「遺言信託」をご案内し、遺贈の手続きを安
心して進められるようサポートしてくださいます。
　これまで当基金は、多くの方々からの温かいご支援
に支えられ、野生生物の調査や保全活動、そして自然
の大切さを伝える活動を続けてきました。今回の協定
により、「遺贈」という形でのご支援をより安心してお
受けできる体制が整い、北海道の自然を未来へ残して
いく力がさらに広がっていくことを期待しています。

【遺贈による寄付とは】
　ご自身の遺言によって財産の一部を公益法人やNPO
法人などに寄付し、社会や未来のために役立てる仕組
みです。人生の集大成として、想いとともにご支援を
届ける方法のひとつです。
※ご関心のある方は、北海道新聞野生生物基金事務局ま
でお気軽にお問い合わせください。

北洋銀行と協定を結び、「遺贈による寄付」の受け入れ体制を整えました。

北海道新聞野生生物基金は、皆様の寄付で運営しております。
ゆうちょ銀行から
●振込手数料が無料の専用払込取扱票を綴じこみ
　ました。事務局からの郵送も承ります。

Webから（Syncable）
●手数料負担有無が選択可能
●クレジットカード等に対応　

 銀行振り込みの場合
●振込手数料のご負担をお願いします。
●領収書発行等のため銀行を通じて後日ご連絡をお願いする場合があります。
　北洋銀行本店営業部（028）(普)1456131
　北海道銀行本店営業部(101）(普)1704635
　口座名義　公益財団法人北海道新聞野生生物基金
　　　　　　（ザイ）ホッカイドウシンブンヤセイセイブツキキン

左：北海道新聞野生生物基金・常務理事 水野信治
右：北洋銀行本店営業部・専務執行役員本店長　
水本健一様

サロベツ湿原の自然再生事業地で
生まれたモウセンゴケの赤ちゃん

（幼い株）



2027年版カレンダーの
販売が始まります。

北海道野生生物写真コンテストの全応募作から、厳選した写真で
カレンダーを制作しています。動物部門は、迫力の大判吊下げ型
とかわいい表情を集めた中判吊下げ型、植物部門は卓上型で美し
い花々を紹介、使用後はポストカードとして利用できます。

企業カレンダーとしても
ご利用いただけます。
「ワイルド・ライフ」「野の花と樹」は、
50部以上のご注文で企業名、住所、電
話番号、企業ロゴをサービスで印刷致
します。
※費用など詳しくはお問い合わせ下さい。

 取り扱い書店 ※10月以降、順次店頭に並ぶ予定です
■道内札幌、江別、函館、旭川、北見、釧路、帯広、根室、
　士幌町の一部書店など
■道外東京、茨城、大阪の一部書店など
■道新オンラインストア

吊り下げタイプ 動物シリーズ
「ワイルド・ライフ」

13 枚綴り、縦51.5㎝×横 36.4㎝

1,700円（税込）

卓上タイプ
「野の花と樹」

13 枚、ケース付き、縦 10.5㎝×横 20.5㎝

1,200 円（税込）

吊り下げタイプ 動物シリーズ
「かわいいどうぶつカレンダー」

8 枚綴り、縦 21㎝×横 29.7㎝

1,400 円（税込）

お問い合わせは

公益財団法人北海道新聞野生生物基金
札幌市中央区大通東４丁目
TEL 011-210-5773 FAX 011-210-5774
nature@hokkaido-np.co.jp

助成事業
北海道の自然や野生動物の保護に取り組む団体や個人
の活動を対象に、毎年応募を受け付け、選考のうえ助
成を行っています。

自然体験事業
動植物の専門家による出前講座、全道フットパスの
集いなどを共催し、学びや体験を応援しています。

普及啓発事業
自然を守る活動や生物多様性保全の取り組みを紹介
し、皆さまと一緒に北海道の未来を考えるシンポジ
ウムやフォーラムを開催しています。

出版事業
助成事業の報告、北海道の自然環境の現状の紹介、
写真コンテスト入賞作品など「活動する人と応援す
る人をつなぐ」をテーマに 『モーリー通信』を発行し
ています。

当基金へのご
理解と、ご支

援、

ご協力をお願
いいたします

。

©手塚プロ

コンテスト事業
北海道内で撮影された野生生物の写真を広
く募集し、入賞作などを選び、ギャラリー
での写真展示など、北海道野生生物写真コ
ンテストを毎年開催しています。
北海道自然保護協会との共催で毎年、全道
の小学生を対象に夏休み自然観察記録コン
クールを開催しています。

収益事業
オリジナルカレンダーの発行、販売
北海道野生生物写真コンテストの全応募作品の中から厳選した写真で制
作しています。動物部門は、迫力ある大判吊下げ型と愛らしい写真の中判
吊下げ型。植物部門は卓上型で美しい花などを紹介し、使用後はポストカ
ードとして使えます。

公益財団法人北海道新聞野生生物基金は、北海道新聞社の創立50周年を記念して1992年に
設立し、北海道の豊かな自然環境と野生生物を未来に引き継ぐ活動を応援しています。



モーリー通信原稿（B5サイズ｜182mm×257mm）

さっぽろ円山動物園サポートクラブ事務局（maruyamazoosc@gmail.com）
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